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平成２５年度福知山市当初  予算を可決！！　�
～一般会計３９９億円、１５特別会計、 ３企業会計企業会計と合わせ、合わせ、総額総額７９４億１１３１万円～万円～�
国保事業健全運営のため「国民健康保険に対  する国庫負担率の引き上げを求める意見書」を国へ提出！�

平成２５年度福知山市当初  予算を可決！！　�
～一般会計３９９億円、１５特別会計、 ３企業会計企業会計と合わせ、合わせ、総額総額７９４億１１３１万円～万円～�
国保事業健全運営のため「国民健康保険に対  する国庫負担率の引き上げを求める意見書」を国へ提出！�

 予算を可決！！　�
３企業会計と合わせ、総額７９４億１１３１万円～�
する国庫負担率の引き上げを求める意見書」を国へ提出！�

（意見書（意見書 P9）�（意見書（意見書 P9）�（意見書：P9）�

　2月 26日から3月 26日までの29日間にわたって3月定例会を開催しました。この議会では平

成25年度一般会計予算など68議案が上程されました。その内、平成25年度予算関係33議案に

ついては、予算審査特別委員会を6日間開催し、各常任委員会の所管に関する事項、総括質疑などの

審査を行いました。また当初予算関係以外の16議案と平成24年度一般会計補正予算など19議案

の35議案については、各常任委員会での審査を経て、いずれも原案どおり可決しました。人事議案

では、福知山市副市長、監査委員、教育委員、人権擁護委員について同意しました。�

　このほか議員提案議案として、福知山市議会会議規則、福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正したほか、意見書1件を可決し国等の関係機関に送付しました。�

　また、3月6日、7日の2日間にわたり一般質問を行い、会派代表による7人の議員が登壇し、市

政を質しました。�

　なお、継続して審査していた請願2件は、いずれも不採択としました。�

3月定例市議会の概要月定例市議会の概要�3月定例市議会の概要�

�

▽当初予算�
　一般会計で３９９億円、特別会計（１５会計）２１４億３８８７万２０００円、企業会計（３会計）１８０億７２４４
万４０００円、全会計の予算総額は７９４億１１３１万６０００円となりました。�
　また、一般会計当初予算は平成２４年度当初予算と比較すると２２億１０００万円（５．９％）の大幅増額
となりました。（※平成２４年度当初予算は骨格型予算であったため）�

▽条例関係�
　「福知山市営住宅等の整備の基準に関する条例」など８条例を新規制定、「福知山市事務分掌条例」
など１９条例を改正しました。�

▽その他�
　●訴えの提起（裁判上の和解を含む。）�
　●辺地総合整備計画の変更　　●過疎地域自立促進市町村計画の変更�
�

�

�
▽補正予算�
　一般会計で２５億７９７４万円の増額補正を、特別会計（国民健康保険事業特別会計他２会計）では９１７
２万５０００円の増額補正、企業会計（病院事業・国民健康保険新大江病院事業）で３９５万７０００円の減
額補正を行い、補正後の全会計の予算総額は８８６億５４２９万１０００円となりました。�

平成25年度関係分�

平成24年度関係分�



3

No.93 平成25年5月1日発行�
ふくちやまし�

3月�
定例�
市議会�

3月�
定例�
市議会�

平成２５年度福知山市当初  予算を可決！！　�
～一般会計～一般会計３９９億円、億円、１５特別会計特別会計、  ３企業会計と合わせ、総額７９４億１１３１万円～�
国保事業健全運営のた国保事業健全運営のため「国民健康保険「国民健康保険に対   する国庫負担率の引き上げを求める意見書」を国へ提出！�

平成２５年度福知山市当初  予算を可決！！　�
～一般会計～一般会計３９９億円、億円、１５特別会計特別会計、  ３企業会計と合わせ、総額７９４億１１３１万円～�
国保事業健全運営のた国保事業健全運営のため「国民健康保険「国民健康保険に対   する国庫負担率の引き上げを求める意見書」を国へ提出！�

平成２５年度福知山市当初 
～一般会計３９９億円、１５特別会計、 
国保事業健全運営のため「国民健康保険に対  

（意見書 P9）�（意見書 P9）�

3月定例市議会の概要�
▽条例関係�
　「福知山市新型インフルエンザ等対策本部条例」を新規制定、「福知山市実費弁償条例」など２条
例を一部改正、「福知山市へき地保育所条例」など２条例を廃止しました。�

▽その他�
　●工事請負契約の締結（１件）　　　　　　●物品の取得（１件）�
　●財産の無償譲渡（１件）　　　　　　　　●町の区域及び名称の変更�
　●市道の認定及び廃止並びに路線変更　　●専決処分の承認�

▽報告�
　●訴えの提起（裁判上の和解を含む。）�
�

◆人事議案�
　●副 市 長　　　　　　　　伊東　尚規さん（京都市西京区 ５９歳・新任）�

　●監 査 委 員　　　　　　　　芦田　芳樹さん（新庄 ６６歳・再任）�

　●教 育 委 員　　　　　　　　塩見佳扶子さん（市寺 ６０歳・新任）�

　●人権擁護委員　　　　　　　　矢野　利生さん（野花 ６５歳・再任）�

　●人権擁護委員　　　　　　　　松下　眞二さん（三和町芦渕 ６５歳・新任）�

　●人権擁護委員　　　　　　　　竹下香代子さん（平野町 ５９歳・新任）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※住所、年齢は平成２５年３月２６日現在）�
�

◆議員提案議案�
　●福知山市議会会議規則の一部改正�

　●福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正�

　●国民健康保険に対する国庫負担率の引き上げを求める意見書�

　●選挙管理委員　　　　　　　　足立　隆夫さん（口榎原 ６５歳・新任）�

　●選挙管理委員　　　　　　　　氷上　正喜さん（夜久野町大油子 ６４歳・新任）�

　●選挙管理委員　　　　　　　　松本　良彦さん（報恩寺 ７３歳・新任）�

　●選挙管理委員　　　　　　　　渡邊　継雄さん（本堀 ７４歳・新任）�

　●選挙管理委員補充員　　　　　竹下　一正さん（上篠尾一区 ７２歳・新任）�

　●選挙管理委員補充員　　　　　森　　孝道さん（岡ノ二町 ７０歳・再任）�

　●選挙管理委員補充員　　　　　水谷　正久さん（長田段 ６９歳・新任）�

　●選挙管理委員補充員　　　　　佐藤　亘弘さん（平野町 ６６歳・新任）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※住所、年齢は平成２５年３月２６日現在）�

い�とう� なお�き�

あし�だ� よし�き�

しお�み� ほ�い� こ�

や�の� とし�お�

まつ�した� しん�じ�

たけ�した� よ�か� こ�

あ�だち� たか�お�

ひ�かみ� まさ�き�

まつ�もと� よし�ひこ�

わた�なべ� つぎ�お�

たけ�した� かず�まさ�

もり�� こう�どう�

みず�たに� まさ�ひさ�

さ�とう� のぶ�ひろ�

�
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代
表
質
問�

代
表
質
問�

※所属会派は３月末現在�

3月定例会定例会で可決で可決した『平成平成2525年度一般会計当初予算年度一般会計当初予算』のつかいみち（抜粋抜粋）�3月定例会で可決した『平成25年度一般会計当初予算』のつかいみち（抜粋）�

3月定例会定例会で可決で可決した『平成平成2424年度一般会計補正予算年度一般会計補正予算』のつかいみち（抜粋抜粋）�3月定例会で可決した『平成24年度一般会計補正予算』のつかいみち（抜粋）�

Ⅱ『北近畿をリードする創造性あふれるまち実現プラン』�

１ 市民協働でつくるコミュニティ豊かな自立したまち�

●まちなか若者にぎわいプロジェクト推進 ４０万円�

●市有地販売促進 ６０万円�

２ 定住と交流の活力あるまち�

●高校生定期乗車券補助 ３６９万円�

●街路事業（多保市正明寺線 高畑工区） １億１４９０万円�

●姉妹都市友好親善市民交流 １０７万円�

●ふくちの農場づくり ２０３７万円�

●丹州材活用促進 ２５０万円�

●企業誘致促進特別対策 ５４１４万円�

●スイーツフェスティバル １８０万円�

●ゆるキャラ資源徹底活用による福知山活性化支援 �

 ２２０万円�

●緊急雇用特別対策 １億１３８５万円�

３ 人と自然が調和し、すこやかに安心して暮らせるまち�

●女性のためのがん検診推進 ４８４６万円�

●介護人材確保対策 ２０８１万円�

●福祉医療費(障害)給付 ２億３４６８万円�

●民間保育所施設整備 １億５３０万円�

●まちなみ環境整備 ５０００万円�

●ごみ焼却施設基幹的設備改良 ５億円�

●めざせ！「救命の絆」世界一のまち ２００万円�

４ 明日を担う創造力あふれる人材育成のまち�

●桃映中学校北校舎改築 １億６０７８万円�

●小学校・中学校　学校図書整備 ２０００万円�

●佐藤八重子記念子ども読書活動振興 ３０２５万円�

●佐藤太清記念美術館特別展 ３０８０万円�

　　　　　　　　　　（※予算額は万円止で記載）�

�

Ⅰ『ひと・まちの「絆を育む交流」予算�

１ 自然との共生で災害に強い安心安全なまちづくり�

●地域防災計画整備 １２０万円�

●再生可能エネルギー活用調査 ４４７万円�

２ 個性が輝く未来あるまちづくり（オンリーワンの�
子育て環境づくり）�

●不妊治療費助成 ７３１万円�

●民間保育所運営 ２億６５７５万円�

●放課後児童クラブ運営 １億３６１７万円�

●小・中学校施設空調設備設置 ２６１０万円�

３ 改革進め府市協調で健全な行財政づくり�

●（仮称）新まちづくり計画策定準備 ２５８万円�

●市民提案アイデア募集 ４３万円�

●総合案内窓口運営 ３７７万円�

４ 雇用が進んでまちの活気づくり�

●里の駅みたけ産見守り弁当宅配 ２２０万円�

●有害鳥獣処理施設整備 ９３３万円�

●大原地区産屋周辺整備 １０９１万円�

●夜久野高原花回廊整備 ７０万円�

●大雲水辺の里づくり ２０万円�

５ ふるさとでいつまでも幸せ実感　�
福祉と文化のまちづくり�

●市民病院救命救急棟建築ほか １０９億８４７０万円�

●（仮称）市民交流プラザふくちやま図書館システム・設備等整備�

 ３８６５万円�

●敬老乗車券 １３７４万円�

●男女共同参画センター設立 ２０万円�

�

●合併算定替逓減対策基金積立 ６億９２６４万円�

●ＫＴＲ経営支援 ７５７６万円�

●地方バス路線運行 ５９５１万円�

●除雪関連事業 ３９０３万円�

●急傾斜地崩壊対策 ２２０５万円�

●佐藤八重子記念子ども読書活動�

　振興基金積立 １億５０００万円�

●一般管理費（職員人件費） ９１１１万円�

　　　　　　　　　　（※予算額は万円止で記載）�

�
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3
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定
例
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議
会�

�

こ
こ
が
聞
き
た
い
！�

代
表
質
問

代
表
質
問�
代
表
質
問

代
表
質
問�
代
表
質
問�

　
各
会
派
か
ら
７
議
員
が
質
問
に
登
壇
！�
　
各
会
派
か
ら
７
議
員
が
質
問
に
登
壇
！�

※
こ
の
代
表
質
問
の
掲
載
内
容
は
、
質
問
内
容
を
も
と
に
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。� ※所属会派は３月末現在※所属会派は３月末現在�※所属会派は３月末現在�

●質問議員●�

�������������������������
�
��

　
　
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下

げ
に
よ
る
影
響
は
ど
う
か
。
ま

た
、
保
護
受
給
世
帯
だ
け
で
な

く
市
民
生
活
全
般
に
影
響
が
及

ぶ
が
、
そ
の
対
策
は
。�

　
　
本
年
８
月
か
ら
３
年
間
で

段
階
的
に
保
護
支
給
額
が
減
額

と
な
り
、
子
育
て
世
帯
の
引
き

下
げ
幅
が
大
き
い
。
就
学
援
助
、

国
保
料
、
保
育
料
、
介
護
保
険

料
な
ど
へ
の
影
響
が
あ
る
が
、

大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
。
　（
社
会
福
祉
課
）�

��

　
　
関
西
電
力
と
の
安
全
協
定

の
結
論
は
。
福
島
原
発
事
故
を

教
訓
と
す
る
な
ら
、
原
発
対
策

は
30
㎞
圏
だ
け
で
は
な
く
、
全

市
民
を
守
る
対
策
と
す
る
べ
き

だ
。
　�

���������������������������������

　
　
安
全
協
定
は
府
を
窓
口
に

協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
合
意

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
５０
㎞
圏

の
防
災
対
策
は
次
年
度
以
降
に

別
途
計
画
を
進
め
る
。（
市
長
）

　
　
　
　
　�

�

　
　
国
保
加
入
の
約
８
割
が
年

収
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
だ
。

一
人
当
た
り
年
間
平
均
５
０
０

０
円
の
値
上
げ
は
市
民
を
一
層

苦
し
め
る
。
国
保
財
政
の
危
機

の
原
因
は
国
が
国
庫
負
担
を
削

減
し
た
こ
と
に
あ
る
。
平
成
23

年
度
は
黒
字
決
算
だ
っ
た
。
そ

の
一
部
を
国
保
会
計
に
繰
り
入

れ
、
値
上
げ
は
中
止
す
る
べ
き

だ
。�

　
　
大
変
厳
し
い
経
済
状
況
で

あ
り
、
値
上
げ
は
心
苦
し
い
が

理
解
を
。
低
所
得
者
に
配
慮
し
、

均
等
割
、
平
等
割
は
据
え
置
き
、

所
得
割
の
料
率
ア
ッ
プ
に
と
ど

め
た
。
伸
び
る
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
る
。
　
　
　  

　 （
市
長
）�

���

　
　
安
倍
首
相
は
「
な
る
べ
く

早
い
段
階
で
参
加
を
決
断
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
し
農
業
を
衰
退
さ
せ
、
皆

保
険
制
度
が
壊
さ
れ
、
自
治
体

の
官
公
需
に
外
国
企
業
が
参
入

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の

か
。「
市
民
を
ど
真
ん
中
」
に

す
え
る
市
政
を
進
め
る
な
ら
市

民
を
守
る
立
場
か
ら
反
対
表
明

を
行
う
べ
き
だ
。�

　
　
国
民
に
詳
細
な
情
報
開
示
、

日
本
の
農
林
業
、
医
療
制
度
を

守
る
こ
と
を
基
本
に
国
益
の
視

点
に
立
っ
た
議
論
を
十
分
深
め
、

国
民
的
合
意
を
経
た
上
で
慎
重

な
対
応
を
全
国
市
長
会
と
し
て

政
府
に
求
め
る
。 

　
　
　 （
市
長
）�

大槻富美子 議員�
日本共産党市会議員団�

生
活
保
護
基
準
引
き�

下
げ
の
市
民
生
活
へ�

の
影
響
は�

原
発
防
災
対
策
は�

５０
㎞
圏
に
広
げ
て�

�

国
保
料
の
値
上
げ
は�

中
止
を
　�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
地
域
経
済�

に
大
き
な
打
撃�

き
っ
ぱ
り
反
対
を�

問�

答�

答�

答�

答�

問�

問�

問�

3月定例会で可決した『平成25年度一般会計当初予算』のつかいみち（抜粋）�

3月定例会で可決した『平成24年度一般会計補正予算』のつかいみち（抜粋）�

30
㎞
圏
内
に
あ
る�

　
京
都
府
放
射
線
測
定
器�

　
（
舞
鶴
市
立
岡
田
上
小
学
校
内
）�

１．日本共産党市会議員団�

大槻　富美子　議員�
２．新政会 �

木　戸　正　�　議員�
３．維新福知山�

�　橋　正　樹　議員 �
４．福知山未来の会�

田　中　法　男　議員�
５．公明党市会議員団�

足　立　伸　一　議員�
６．福政会�

稲　葉　民　俊　議員�
７．希望の会�

谷　垣　和　夫　議員　�
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維新福知山�

答�

答�

答�

答�

問�

問�

問�

問�

公開事業レビューの模様�

市
側
が
一
部
敗
訴�

し
た
住
民
訴
訟
の�

裁
判
内
容
と
は�

�
政
府
が
地
方
公
務
員�

の
給
与
削
減
を
要
求�

「
公
開
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」�

福
知
山
版
事
業
仕
分
け�

の
成
果
と
今
後
は�

�

ふくちやまし�

新　政　会�

答�

答�

答�

答�

答�

問�
問�

問�

問�

問�

平
成
２５
年
度
施
政
方�

針
と
予
算
の
基
本
的�

な
考
え
方
を
問
う�

合
併
か
ら
８
年
。
３�

支
所
の
名
称
や
機
能�

の
見
直
し
を
問
う�

�

ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三�

和
の
企
業
誘
致
の
促�

進
を
図
る
施
策
は�

�

い
じ
め
根
絶
と
ア
ン�

ケ
ー
ト
と
の
結
果
と�

対
応
策
を
問
う�

�

合
併
算
定
替
に
よ
る�

市
民
生
活
の
影
響
を�

最
小
限
に
抑
え
る�

施
策
を
問
う�

�

���������

　
　
将
来
の
世
代
に
負
担
を
残

す
こ
と
な
く
行
財
政
構
造
の
改

革
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。�

　
　
全
会
計
を
通
じ
た
実
質
的

な
市
債
残
高
は
１７
億
円
の
減
。

市
民
一
人
あ
た
り
で
換
算
し
約

２
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

減
債
基
金
・
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
し
を
回
避
し
、
行
政
改
革

に
よ
る
成
果
を
合
併
算
定
替
逓

減
対
策
基
金
に
積
み
、
基
金
残

高
は
前
年
度
比
４
億
３
０
０
０

万
円
の
増
加
と
な
り
、
総
額
で

１
０
０
億
円
以
上
を
確
保
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。（
市
長
公
室
）�

���

　
　
３
支
所
機
能
の
あ
り
方
も

含
め
た
周
辺
地
域
の
振
興
と
支

所
の
名
称
や
行
政
エ
リ
ア
の
変

更
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。�

　
　
支
所
の
機
能
、
役
割
、
エ

リ
ア
、
名
称
を
含
め
、
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
じ
っ
く
り
や
り
た
い
。
旧

３
町
だ
け
で
な
く
旧
市
域
も
含

め
、
大
き
な
支
所
の
活
性
化
に

住
民
の
声
を
提
案
し
て
も
ら
い

施
策
化
し
て
い
き
た
い
。�

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
三
和
・
夜

久
野
・
大
江
各
支
所
）�

���

　
　
企
業
誘
致
の
推
進
と
立
地

企
業
の
設
備
投
資
を
支
援
し
、

雇
用
の
増
大
を
図
る
施
策
は
。�

　
　
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性

を
宣
伝
す
る
と
共
に
新
た
に
市

の
優
遇
制
度
の
対
象
に
物
流
関

連
施
設
、
情
報
関
連
施
設
、
研

究
施
設
を
加
え
、
企
業
誘
致
を

進
め
る
。
京
都
府
に
分
譲
促
進

の
補
助
の
大
幅
見
直
し
と
、
拡

充
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。�

　
　
　
　
　
　
　（
産
業
立
地
課
）�

���

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
、
本

年
１
９
５
４
件
の
諸
課
題
と
対

応
策
を
問
う
。�

　
　
生
徒
は
学
校
だ
け
で
な
く

家
庭
や
地
域
で
多
く
の
人
と
関

わ
り
を
持
ち
生
活
し
て
い
る
。

学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
ご
協

力
い
た
だ
き
、
い
じ
め
問
題
の

解
消
に
努
め
た
い
と
考
え
る
。�

　
　
　
　
　
　
　（
学
校
教
育
課
）�

����

　
　
地
方
交
付
税
減
額
19
億
４

０
０
０
万
円
に
よ
る
市
民
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
行
財

政
改
革
と
職
員
定
数
を
前
倒
し

し
、
行
政
内
部
経
費
な
ど
の
ス

リ
ム
化
を
着
実
に
進
め
て
き
た
。

こ
の
効
果
の
実
績
と
今
後
の
諸

課
題
を
問
う
。�

　
　
合
併
に
よ
り
拡
大
し
た
行

財
政
構
造
の
ス
リ
ム
化
を
図
る

た
め
、
第
４
次
行
政
改
革
に
お

い
て
１５
億
９
０
０
０
万
円
を
削

減
し
た
。
第
５
次
行
政
改
革
で

１１
億
２
０
０
０
万
円
の
削
減
を

目
指
し
、
改
革
に
よ
り
合
併
算

定
替
に
対
応
で
き
る
行
財
政
基

盤
を
構
築
す
る
。
　（
市
長
公
室
）�

�

���������

　
　
今
年
１
月
に
京
都
地
裁
で
、

債
権
放
棄
に
関
す
る
住
民
訴
訟

の
判
決
が
で
て
、
被
告
側
で
あ

る
市
幹
部
の
一
部
敗
訴
が
伝
え

ら
れ
た
。
そ
の
内
容
と
は
。�

　
　
本
市
で
は
、
平
成
２１
年
４

月
に
制
定
し
た
福
知
山
市
債
権

管
理
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
２２

年
３
月
末
に
、
徴
収
が
で
き
な

い
債
権
を
放
棄
し
た
が
、
そ
の

中
の
貸
付
金
や
水
道
・
ガ
ス
料

金
な
ど
の
債
権
約
１
１
６
８
万

円
に
つ
い
て
、
回
収
を
怠
る
事

実
が
あ
っ
た
と
し
て
損
害
賠
償

を
求
め
る
住
民
訴
訟
が
な
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
内
、
時
効
到

来
前
に
債
権
放
棄
し
た
２
件
に

つ
い
て
、
市
に
損
害
が
発
生
し

た
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
　
一
審
判
決
に
も
あ
る
よ
う

に
、
債
権
放
棄
に
よ
り
、
既
に

市
に
損
害
が
発
生
し
て
お
り
、

控
訴
審
で
こ
れ
以
上
、
裁
判
費

用
を
使
い
争
う
こ
と
の
意
義
を

問
う
見
方
も
あ
る
が
。�

　
　
強
制
執
行
の
措
置
を
と
っ

た
と
し
て
も
履
行
さ
れ
る
見
込

み
が
な
い
と
し
て
、
債
権
管
理

規
定
上
の
「
特
別
な
事
情
」
に

該
当
す
る
と
主
張
し
た
が
、
本

市
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
く
控

訴
を
行
っ
た
。
弁
護
士
に
依
頼

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
費
用
の

執
行
が
あ
る
が
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
　
　 （
財
政
課
・
市
長
）�

��

　
　
政
府
は
東
日
本
大
震
災
の

復
興
財
源
確
保
の
た
め
、
既
に

国
家
公
務
員
の
給
与
７
・
８
％

カ
ッ
ト
を
履
行
し
て
お
り
、
本

年
度
、
地
方
交
付
税
を
２
・
２

％
減
額
す
る
こ
と
で
地
方
公
務

員
給
与
の
減
額
を
誘
導
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
の

対
応
は
。�

　
　
地
方
交
付
税
を
地
方
公
務

員
の
給
与
削
減
の
た
め
に
用
い

る
こ
と
は
、
地
方
分
権
の
流
れ

に
反
し
て
お
り
、
財
政
自
主
権

を
侵
す
も
の
で
遺
憾
で
あ
る
。

全
国
市
長
会
な
ど
地
方
６
団
体

も
反
対
し
て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
　（
市
長
）�

���

　
　
今
回
は
模
擬
実
施
で
は
あ

る
が
「
民
営
化
・
大
胆
な
見
直

し
」
あ
る
い
は
「
内
容
・
規
模

見
直
し
」
が
77
％
を
占
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
市
民
目
線
で
の

評
価
結
果
を
有
効
に
活
か
す
プ

ロ
セ
ス
と
手
法
は
。�

��������

　
　
７
事
業
全
て
に
お
い
て
一

定
の
見
直
し
を
指
摘
さ
れ
た
。

た
だ
、
内
容
に
つ
い
て
は
更
な

る
充
実
な
ど
肯
定
的
な
意
見
も

あ
る
。
施
設
の
管
理
者
、
関
係

団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、
改
善

を
検
討
し
た
い
。
　（
市
長
公
室
）�
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田中　法男 議員�
福知山未来の会�

足立　伸一 議員�
公明党市会議員団�

問�

問�問�

問�

答�

答�
問�

問� 問�

問�
答�

答�

答�答�

答�

答�答�

答�

問�
問�答� 問�

答�

答�答�

答�

問�

問� 問�

問�答� 問�

答� 問�

�

公
開
事
業
レ
ビ
ュ
ー�

模
擬
実
施
の
課
題
と�

本
格
実
施
に
つ
い
て�

�

認
知
症
高
齢
者
へ
の�

支
援
体
制
に
つ
い
て�

�

６
次
産
業
化
の�

展
開
に
つ
い
て�

�

国
の
防
災
関
連
予
算�

の
交
付
金
事
業
の
活�

用
に
つ
い
て�

�

夜
久
野
な
ど
周
辺
部�

の
課
題
に
つ
い
て�

�

林
業
・
森
林
対
策
に�

つ
い
て�

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ�

ー
の
調
査
・
研
究
に�

つ
い
て�

地
籍
調
査
に
つ
い
て�

���������

　
　
基
本
的
な
考
え
方
と
は
。

　
　
市
の
事
業
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
様
の
参
画
を
お
願
い
し
、

そ
の
内
容
・
規
模
等
に
つ
い
て
、

公
開
の
場
で
議
論
し
、
市
民
目

線
で
検
討
・
評
価
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
事
業

運
営
や
予
算
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 （
市
長
）�

　
　
判
定
結
果
へ
の
対
応
は
。

　
　
判
定
結
果
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

３
月
末
開
催
予
定
の
市
民
検
討

委
員
会
に
方
針
案
を
報
告
し
、

検
討
を
お
願
い
す
る
。
　�

　
　
課
題
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
市
政
運
営
へ
の
参
画
を
よ

り
一
層
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

今
後
は
市
民
判
定
人
の
発
言
機

会
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
　
　      
（
市
長
）�

��

　
　
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。�

　
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
高

齢
者
が
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
穏

や
か
に
暮
ら
し
、
家
族
も
安
心

し
て
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

多
職
種
協
働
で
専
門
的
視
点
を

交
え
た
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
の

取
り
組
み
が
必
要
。
ま
た
「
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　  �

　
　
地
域
ケ
ア
会
議
の
考
え
は
。�

　
　
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
個
別
課
題
の
解
決
の
み
を

目
的
と
す
る
こ
と
な
く
、
地
域

の
課
題
を
把
握
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
関
係
機
関
の
連
絡
調

整
・
役
割
分
担
を
図
っ
て
い
く
。�

　
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
事
業
と
は
。�

　
　
平
成
２５
年
度
開
設
す
る
が
、

京
都
市
を
除
く
と
府
下
初
と
な

る
。
認
知
症
・
知
的
障
害
・
精

神
障
害
な
ど
の
理
由
で
、
判
断

能
力
が
充
分
で
な
い
人
を
支
援

す
る
た
め
、
権
利
擁
護
に
関
わ

る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
・

普
及
啓
発
を
行
う
。
　  

（
市
長
）�

��

　
　
特
産
物
振
興
係
を
６
次
産

業
振
興
係
に
改
名
し
た
思
い
は
。�

　
　
６
次
産
業
を
市
全
域
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
村
の

活
性
化
と
丹
波
福
知
山
ブ
ラ
ン

ド
の
推
進
を
図
り
た
い
。�

　
　
６
次
産
業
と
は
。�

　
　
第
１
次
産
業
（
農
林
水
産

物
の
生
産
）、
第
２
次
産
業
（
加

工
）、
第
３
次
産
業
（
販
売
）
を
、

た
し
算
し
て
も
か
け
算
し
て
も

６
と
な
る
こ
と
か
ら
提
唱
さ
れ

た
造
語
で
あ
る
。
生
産
し
た
農

産
物
を
加
工
し
、
販
売
ま
で
行

う
取
り
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。�

　
　
市
長
が
６
次
産
業
化
し
て

い
き
た
い
も
の
は
何
か
。�

　
　
三
岳
地
区
で
特
産
物
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
「
山
の
芋
」
や

「
山
菜
」、
佐
賀
地
区
に
お
い
て
は

「
た
け
の
こ
」
な
ど
の
地
域
資
源

を
、
将
来
的
に
は
観
光
土
産
品
や

各
店
舗
で
の
食
料
提
供
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。（
市
長
）�

���������

　
　「
防
災
・
安
全
交
付
金
」
は
、

個
々
の
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
大

く
く
り
で
、
地
域
に
必
要
で
使

い
勝
手
の
よ
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
活
用
の
考
え
は
。
　

　
　
こ
の
交
付
金
で
通
学
路
の

安
全
対
策
補
正
予
算
も
組
ん
だ
。

今
後
の
事
業
計
画
策
定
の
中
で

有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。�

　
　「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」

の
活
用
に
つ
い
て
は
ど
う
取
り

組
む
か
。�

　
　
地
方
の
財
源
不
足
に
配
慮

し
て
、
地
方
負
担
の
公
共
事
業

費
の
８
割
が
戻
さ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
浮
い
た
財
源
を
ソ
フ

ト
事
業
に
回
す
こ
と
も
可
能
な

の
で
、
工
夫
し
て
着
実
な
財
政

運
営
を
し
た
い
。
　
　（
財
政
課
）�

�

　
　
地
籍
調
査
は
抜
群
の
効
果

が
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
り
、

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
が
、
実
施

率
は
、
京
都
府
は
７
％
で
全
国

最
下
位
で
あ
る
。
再
調
査
も
含

め
推
進
を
大
幅
に
加
速
化
で
き

な
い
か
。
　�

　
　
地
元
調
整
が
必
要
だ
が
、

協
議
し
な
が
ら
、
地
籍
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
活
用
も
視
野
に
早
期

完
了
に
む
け
て
努
力
し
た
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
土
木
課
）�

��

　
　
支
所
の
あ
り
方
も
含
め
、

周
辺
部
の
課
題
に
取
り
組
む
市

の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
。�

　
　
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
住
民
の
方
々
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
と
い
う
の
が

基
本
的
な
考
え
。
市
か
ら
一
方

通
行
で
提
案
す
る
の
で
は
な
く

地
域
か
ら
斬
新
な
案
が
出
て
く

る
こ
と
を
期
待
す
る
。�

　
　
小
学
校
跡
地
の
利
用
計
画

は
。�

　
　
当
面
は
地
域
公
民
館
で
利

用
す
る
が
、
今
後
住
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
利
活
用
計
画
を

集
約
し
て
い
く
。
　
　
　（
市
長
）�

�

�

　�　
　
市
森
林
整
備
計
画
に
、
木

材
利
活
用
な
ど
、
需
要
を
促
進

す
る
計
画
が
な
い
の
が
気
に
な

る
。
活
用
の
出
口
を
増
や
す
べ

き
だ
が
。�

　
　
府
の
基
準
に
適
合
し
て
定

め
る
た
め
利
用
計
画
は
な
い
が
、

丹
州
材
事
業
関
連
の
見
直
し
な

ど
、
さ
ら
に
積
極
的
な
活
用
促

進
を
図
る
。
ま
た
、
関
係
者
と

の
話
し
合
い
も
考
え
て
い
る
。�

　
　
造
林
に
は
利
用
し
や
す
い

木
を
奨
励
す
る
こ
と
を
考
え
て

は
ど
う
か
。�

　
　
天
然
更
新
の
木
と
し
て
油

桐
も
追
加
候
補
で
あ
る
。�

　
　
　
　
　
　
　 （
林
業
振
興
課
）�

���

　
　
何
を
調
査
し
、
プ
ラ
ン
の

作
成
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。�

　
　
太
陽
光
、
水
力
、
バ
イ
オ

マ
ス
の
賦
存
量
と
利
用
可
能
量

を
調
査
し
て
お
り
、
実
証
実
験

の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
平

成
２６
年
２
月
に
プ
ラ
ン
を
ま
と

め
た
い
。
　
　
　（
環
境
政
策
室
）�



��������

　
　「
手
話
通
訳
」で
き
る
職
員
は
。�

　
　
現
在
は
１
階
を
中
心
に
配

置
を
し
て
い
る
。
今
後
は
各
階

ご
と
に
配
置
を
考
え
て
い
る
。�

　
　「
総
合
案
内
窓
口
業
務
」

の
内
容
は
。�

　
　「
お
客
様
満
足
度
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
市
」
を
目
指
し
「
案
内
窓

口
」
を
開
設
し
て
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
案
内
業
務

を
充
実
す
る
。
ま
た
「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
」
を
設
置
し
て
会
議
表

示
を
行
う
。
　
　
　
　
　（
市
長
）�

��

　
　
玄
関
口
の
転
倒
防
止
マ
ッ

ト
の
改
善
に
つ
い
て
。�

　
　
平
成
２６
年
度
で
改
修
を
考

え
て
い
き
た
い
。
　
　（
総
務
課
）�

���

　
　
今
、
支
所
の
担
う
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
。�

　
　
地
域
活
性
化
に
併
せ
、
相

談
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
に

職
員
の
配
置
を
し
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
る
。�

   

（
三
和
・
夜
久
野
・
大
江
各
支
所
）�

���

　
　
丹
州
材
の
使
用
計
画
は
。�

　
　
丹
州
材
の
使
用
に
つ
い
て

は
約
３
�
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
図
書
館
備
品
の
購
入
方
法

は
。�

　
　
用
途
に
合
っ
た
分
離
発
注

を
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
公
室
）�

　
　
新
図
書
館
の
運
営
は
。�

　
　
直
営
で
運
営
し
職
員
２２
名

体
制
で
開
館
時
間
、
開
館
日
数

に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
し
て

い
き
た
い
。
　
　
　
　（
図
書
館
）�

　 

「
佐
藤
八
重
子
記
念
子
ど
も

読
書
活
動
基
金
」
の
活
用
は
。�

　 

「
教
育
の
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ

し
い
中
央
館
、
３
分
館
、
各
小

中
学
校
の
図
書
館
に
配
置
し
、

子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
の
増

進
に
努
め
た
い
。�

　
　
　
　（
図
書
館
・
教
育
総
務
課
）�
��

　
　
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
整
備

計
画
は
。�

　
　
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、
綾

部
市
３
市
の
共
同
施
設
で
あ
り

国
庫
補
助
が
平
成
２６
年
度
中
で

あ
り
福
知
山
市
内
と
考
え
て
い

る
が
地
元
と
の
調
整
が
必
要
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）�

　
　 

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。�

　
　
３
市
の
共
同
施
設
で
あ
る

の
で
、
処
理
量
に
応
じ
た
各
市

の
負
担
と
府
の
支
援
や
交
付
税

に
期
待
し
た
い
。�

　
　
　
　
　
　
　（
林
業
振
興
課
）�

　
　
広
域
捕
獲
の
対
策
は
。�

　
　
丹
波
市
、
朝
来
市
と
連
携

し
積
極
的
に
取
り
組
み
、
３
月

中
に
広
域
捕
獲
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　  

　 （
市
長
）�

　
　
有
効
な
サ
ル
の
追
い
払
い

計
画
は
。�

　
　
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
に
電
気

柵
の
計
画
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
、

爆
竹
を
貸
し
出
し
て
対
処
し
て

い
き
た
い
。 

　
　 （
林
業
振
興
課
）�

���������

　
　
消
火
栓
の
設
置
基
準
は
。�

　
　
口
径
７５
㎜
以
上
の
給
水
管

に
取
り
付
け
、
旧
市
街
地
で
は

建
物
か
ら
消
火
栓
ま
で
の
距
離

が
１
２
０
ｍ
以
下
に
な
る
よ
う

設
置
す
る
。
市
全
体
で
約
２
０

０
０
基
、
旧
市
街
地
に
は
約
４

５
０
基
あ
る
。�

　
　
夜
間
や
積
雪
時
は
消
火
栓

の
位
置
が
分
か
り
に
く
い
が
。�

　
　
消
火
栓
は
３
年
ご
と
に
黄

色
の
ペ
ン
キ
を
塗
り
替
え
て
お

り
、
除
雪
は
消
防
団
員
と
も
連

携
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
消

防
職
員
や
消
防
団
員
は
日
頃
か

ら
設
置
場
所
を
熟
知
し
て
い
る
。�

　
　
同
時
に
２
カ
所
の
消
火
栓

か
ら
ホ
ー
ス
を
引
く
と
水
圧
が

一
気
に
下
が
る
が
、
対
策
は
。�

　
　
系
統
の
同
じ
配
水
管
だ
と

「
共
倒
れ
現
象
」
が
起
こ
る
の
で
、

現
場
の
最
高
指
揮
者
が
判
断
し

水
利
統
制
し
て
い
る
。�

　
　
防
火
水
槽
の
設
置
基
準
は
。�

　
　
設
置
基
準
は
消
火
栓
に
準

ず
る
。
連
続
４０
分
以
上
の
放
水

が
可
能
な
４０
�
以
上
の
容
量
で
、

消
火
栓
に
偏
ら
な
い
適
正
な
配

置
を
定
め
て
い
る
。�

　
　
由
良
川
か
ら
の
取
水
は
。�

　
　
由
良
川
は
有
効
な
水
利
で

あ
り
、
旧
市
街
地
の
火
災
時
は

常
に
取
水
の
準
備
を
し
て
い
る
。�

　
　
防
災
セ
ン
タ
ー
が
遠
く
な
っ

た
が
初
期
消
火
に
影
響
は
。�

　
　
Ｊ
Ｒ
の
高
架
化
に
よ
り
駅

南
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に

な
っ
た
。
今
回
活
動
上
の
支
障

は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。�

　
　
旧
市
街
地
に
消
防
車
と
人

員
の
配
置
は
で
き
な
い
か
。�

　
　
消
防
団
中
央
分
団
に
車
両

を
６
台
集
中
配
備
し
て
い
る
。

旧
市
街
地
へ
の
消
防
車
と
人
員

の
配
置
は
、
現
在
の
消
防
力
の

分
散
と
な
る
た
め
困
難
で
あ
る
。�

　
　
住
民
の
避
難
誘
導
は
。�

　
　
人
命
最
優
先
で
警
察
と
消

防
が
協
力
し
て
付
近
の
聞
き
込

み
な
ど
を
行
い
、
避
難
誘
導
に

当
た
っ
て
い
る
。 

　 

（
消
防
本
部
）�

　
　
罹
災
さ
れ
た
住
民
へ
の
窓

口
を
危
機
管
理
室
に
一
本
化
さ

れ
た
経
緯
は
。�

　
　
こ
れ
ま
で
罹
災
さ
れ
た
方

は
種
々
の
申
請
手
続
き
の
た
め

多
く
の
書
類
を
出
す
必
要
が
あ
っ

た
が
、
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ

と
で
罹
災
さ
れ
た
方
や
自
治
会

役
員
さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
っ

た
も
の
で
あ
り
、
今
度
の
火
災

が
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
危
機
管
理
室
）�

　
　
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
火
災

時
に
自
治
会
長
な
ど
に
通
報
さ

れ
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
。�

　
　
体
調
の
悪
化
や
事
故
な
ど

を
想
定
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
で
、
現
在
約
７
５
０
世
帯
に

設
置
し
て
あ
る
が
、
今
後
は
「
安

心
生
活
見
守
り
事
業
」
に
移
行

す
る
。
こ
れ
は
高
齢
者
が
２４
時

間
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
双
方
向

の
通
話
が
で
き
、
昼
間
は
日
常

生
活
の
不
安
な
ど
を
相
談
で
き

る
。
近
隣
協
力
員
（
連
絡
先
）

も
１
名
だ
け
で
よ
く
利
用
し
や

す
い
。
旧
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

か
ら
順
次
こ
れ
に
切
り
替
え
て

い
く
が
、
新
規
目
標
は
年
３０
件

で
あ
る
。
　
　（
高
齢
者
福
祉
課
）�
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谷垣　和夫

ふくちやまし�

【
２
月
】�

１
日
　
議
会
運
営
委
員
会
・
各
派
幹
事
会�

４
日
　
市
民
厚
生
委
員
会
行
政
視
察�

５
日
　
北
海
道
小
樽
市
議
会
行
政
視
察
来
市�

６
日
　
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会�

７
日
　
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
総
会
・

　
　
　
議
員
研
修
会�

10
日
　
京
都
府
市
議
会
議
長
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
代
表
者
会
議�

12
日
　
京
都
府
与
謝
野
町
議
会
行
政
視
察
来
市�

　
　
　
文
教
建
設
委
員
会
行
政
視
察�

　
　
　
各
派
幹
事
会�

15
日
　
京
都
府
市
議
会
議
長
会
関
係
会
議�

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
・
各
派
幹
事
会�

18
日
　
全
国
市
議
会
議
長
会
高
速
自
動
車
道

　
　
　
市
議
会
協
議
会�

　
　
　
市
民
厚
生
委
員
協
議
会�

19
日
　
京
都
府
北
部
五
市
議
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
研
修
会�

20
日
　
福
知
山
市
議
会
議
員
報
酬
等
検
討
委

　
　
　
員
会�

　
　
　
経
済
委
員
協
議
会�

21
日
　
各
派
幹
事
会�

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

　
　
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
視
察�

26
日
　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議�

　
　
　
全
議
員
協
議
会�

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

　
　
　
協
議
会�

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
だ
よ
り
編

　
　
　
集
委
員
会
・
広
報
広
聴
に
関
す
る
検

　
　
　
討
委
員
会
・
常
任
委
員
長
協
議
会�

28
日
　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議�

　
　
　
各
常
任
委
員
会�

�【
３
月
】�

４
日
　
各
派
幹
事
会�

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

６
日
　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議�

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会�

７
日
　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議�

　
　
　
各
派
幹
事
会�

８
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

11
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

12
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

13
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

14
日
　
各
常
任
委
員
会
・
総
務
委
員
協
議
会
・

　
　
　
経
済
委
員
協
議
会�

15
日
　
議
会
運
営
委
員
会
・
各
派
幹
事
会�

18
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

19
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

　
　
　
全
議
員
協
議
会
・
総
務
委
員
協
議
会�

21
日
　
議
会
運
営
委
員
会
・
各
派
幹
事
会�

25
日
　
全
議
員
協
議
会･

議
会
運
営
委
員
会･

　
　
　
各
派
幹
事
会�

26
日
　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議�

　
　
　
全
議
員
協
議
会�

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会�

29
日
　
京
都
府
市
議
会
議
長
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
会
議�

【
４
月
】�

２
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会�

４
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

10
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会�

12
日
　
議
会
運
営
委
員
会
・
各
派
幹
事
会�

18
日
　
議
会
運
営
委
員
会�

　
　
　
全
議
員
協
議
会�

24
日
　
総
務
委
員
会
・
府
市
議
会
議
長
会�

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議�

25
日
　
各
派
幹
事
会�

26
日
　
近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会�

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会
・
各
派
幹
事
会�

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

請願ってなに？� 意見書ってなに？� 決議ってなに？�
　請願とは皆さんの意見や要望を文章にまと
めて議会に提出することをいいます。この場合
は1名以上の議員の紹介が必要で、記名押印
した請願書を提出することが要件となっています。
受理された請願書は、本会議で関係する委員
会に付託（審査をまかせること）され、慎重に審
査された後、本会議において採択・不採択を
決定します。�

　意見書とは、地方公共団体（府市町
村など）の公益にかかわる事柄に関して、
議会の議決に基づき、議会としての意
見や希望を内閣総理大臣、国会、関係
行政庁に提出することをいいます。意
見書の発案は議員が行い、これを議会
にはかり、決定して、議長の名で関係機
関に提出します。�

　決議とは、議会が行う意
思形成行為で、議員が発
案して本会議にはかり、議
会の意思を対外的に表明
するために行われる議会の
議決のことです。�

�

国民健康保険に対する国庫負担率の引き上げを求める意見書�
　国民皆保険の基礎をなす国民健康保険は、制度設計当初に比べ加入者層は大きく変化し、特に無職者や年金生活者などの
低所得者の占める割合が増加し、あわせて高齢化の進展や医療技術の高度化による医療費増大と相まって国保会計の安定運
営が非常に厳しい状況となってきている。被保険者にとっても保険料は家計の大きな負担となり、高すぎて払えない等により収納率
の低下の要因となっている。厚生労働省によると、平成２３年度の市町村国民健康保険の財政状況については、単年度収支差引
額でみた場合の赤字保険者数は市町村全体の４６．６％となっており、市町村国保の状況はますます深刻な状況に陥っている。�
　また、被用者保険等と比較すると同等の収入であっても、その負担額は２倍から３倍と高く、自治体における保険料の地域間格
差も３倍以上となっている。�
　このような事態に陥った大きな原因に国庫負担金の引き下げがある。近年も平成２４年４月の法改正により定率国庫負担金（療
養給付費等負担金分）が３４％から３２％に縮減された。�
　福知山市においても、保険料の引き上げを抑制し、被保険者の負担を軽減するために、一般会計から多額の法定外繰入れを
計上するなど厳しい財政運営を強いられている。国民皆保険を支える最後の砦である市町村国民健康保険制度は、もはや危機
的な状況であると言わざるを得ない。�
　よって、福知山市議会は、国会及び政府に対し、国民健康保険制度を今後とも堅持し、加入者が安心して必要な医療が受けら
れるようにするため、保険給付費に対する国庫負担割合の早急な引き上げなどの財政基盤の拡充、強化を図るとともに、国の責任
と負担において実効ある措置を講じられるよう強く求める。�
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。�
　　　　平成２５年３月２６日�
　�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　福知山市議会議長　　野 田 勝 康�

２
月
〜
４
月�

議 

会 

日 

誌�

議 

会 

日 

誌�

議 

会 

日 

誌�

　　　　　　　　　　　衆議院議長　　　伊 吹 文 明　様�
　　　　　　　　　　　参議院議長　　　平 田 健 二　様�
　　　　　　　　　　　内閣総理大臣　　安 倍 晋 三　様�
�

財務大臣　　　　麻 生 太 郎　様�
総務大臣　　　　新 藤 義 孝　様�
厚生労働大臣　　田 村 憲 久　様�
�
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平成25年度�平成25年度�平成25年度�
■予算総額�

会計区分�

一般会計�

特別会計�

企業会計�

合　計�

平成25年度� 平成24年度� 増　減　額� 増　減　率�

３９９億円�

２１４億３９００万円�

１８０億７２００万円�

７９４億１１００万円�

３７６億９０００万円�

２２２億３４００万円�

１７６億６２００万円�

７７５億８６００万円�

２２億１０００万円�

△７億９５００万円�

４億１０００万円�

１８億２５００万円�

５.９％�

△３.６％�

２.３％�

２.４％�

単位：百万円止で記載（10万円単位を四捨五入）�

松山市政２期目スタート�

「ひと・まちの絆を�
育む交流」予算�

松山市政２期目スタート�

「ひと・まちの絆を�
育む交流」予算� 当初予算関係33議案を審査�当初予算関係33議案を審査�当初予算関係33議案を審査�当初予算関係33議案を審査�

予算審査特 別委員会�予算審査特 別委員会�予算審査特 別委員会�別委員会�
��

　�　
　
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

で
シ
ス
テ
ム
導
入
の
効
果
は
。�

　
　
未
利
用
状
態
・
遊
休
状
態

に
あ
る
市
有
財
産
の
現
状
と
課

題
を
明
確
に
し
、
そ
の
利
活
用

に
つ
い
て
基
本
方
針
を
策
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
透
明
性
の
あ

る
財
産
の
適
正
な
管
理
を
推
進

で
き
る
効
果
が
あ
る
。�

　
　
ｅ
│
ふ
く
ち
や
ま
施
設
更

新
事
業
の
内
容
は
。�

　
　
整
備
済
み
の
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
施
設
の
最
小
限
必
要

な
機
器
な
ど
の
更
新
を
行
い
、
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
し
た
供
給
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。�

　
　
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
事
業
の
目
標
及
び
内
容
は
。�

　
　
最
近
、
福
知
山
市
内
の
ス

イ
ー
ツ
に
関
す
る
店
舗
が
あ
ら

ゆ
る
手
段
で
紹
介
さ
れ
、
観
光

客
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
福

知
山
の
ス
イ
ー
ツ
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
や
消
費
の
拡
大

を
目
指
し
て
集
客
を
図
る
た
め

に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
、
そ
の
実
行
委
員
会
に
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。�

　
　（
仮
称
）
新
ま
ち
づ
く
り

計
画
策
定
準
備
事
業
の
目
的
と

内
容
・
各
種
団
体
と
の
具
体
的

な
連
携
と
は
。�

　
　
次
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

策
定
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
市

民
ニ
ー
ズ
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
に
、

基
礎
資
料
を
作
成
し
活
用
す
る

た
め
の
事
業
で
あ
る
。
京
都
府

北
部
地
域
・
大
学
連
携
機
構
と

連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、

広
く
各
種
団
体
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
て
進
め
た
い
。�

���

　
　
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で

市
役
所
窓
口
に
お
け
る
職
員
配

置
の
人
数
・
場
所
・
時
期
は
。�

　
　
手
話
が
で
き
る
職
員
は
、

各
フ
ロ
ア
に
２
人
程
度
、
１
階

は
５
人
程
度
で
、
合
わ
せ
て
１５

人
程
度
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

時
期
は
入
門
的
技
能
が
身
に
つ

く
入
門
講
座
終
了
の
８
月
末
頃

を
考
え
て
い
る
。�

　
　
民
間
保
育
所
運
営
事
業
の

詳
細
な
内
容
は
。�

　
　
保
育
士
の
人
件
費
は
一
般

の
業
種
と
比
べ
か
な
り
低
く
、

保
育
士
の
確
保
が
で
き
な
い
こ

と
に
よ
り
、
児
童
入
所
が
で
き

な
い
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

保
育
士
の
人
件
費
を
補
助
す
る
。

夜
間
保
育
の
場
所
は
コ
ス
モ
ス

保
育
園
の
分
園
で
、
現
在
施
設

整
備
を
行
っ
て
い
る
。
午
後
４

時
か
ら
午
前
１
時
ま
で
の
９
時

間
を
予
定
し
、
定
員
２０
名
で
、

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
園
児
を

預
か
る
。
障
害
児
保
育
の
拡
充

は
、
市
単
費
事
業
で
行
っ
て
い

る
障
害
児
特
別
保
育
事
業
費
補

助
金
と
い
う
制
度
で
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
保
育
す
る
場
合

に
、
そ
の
該
当
保
育
園
に
加
配

の
保
育
士
を
付
け
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
人
件
費
を
増
額
し
保

育
士
を
確
保
し
や
す
く
す
る
も

の
で
あ
る
。
家
庭
支
援
推
進
保

育
は
、
一
人
親
家
庭
あ
る
い
は

家
庭
や
子
ど
も
に
支
援
が
必
要

な
児
童
が
多
く
い
る
保
育
園
に
、

家
庭
を
支
援
す
る
加
配
の
保
育

士
へ
の
人
件
費
補
助
で
あ
る
。

休
日
保
育
は
、
現
在
わ
か
ば
保

育
園
で
休
日
・
日
曜
日
・
祝
日

の
保
育
を
行
っ
て
い
る
。
一
時

預
か
り
に
つ
い
て
は
、
保
育
園

に
入
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
突
発
的
な
事
情

で
見
ら
れ
な
い
保
護
者
の
申
し

出
に
よ
り
、
一
時
的
に
保
育
園

で
預
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。�

　
　
ご
み
焼
却
施
設
基
幹
的
設

備
改
良
事
業
の
内
容
は
。�

　
　
今
回
の
改
良
事
業
は
環
境

省
の
補
助
事
業
で
、
平
成
２５
年

度
か
ら
４
年
間
で
総
事
業
費
２０

億
円
と
し
て
計
上
し
た
も
の
で

あ
り
、
燃
焼
設
備
・
ガ
ス
処
理

施
設
・
電
気
設
備
の
全
面
的
な

改
良
を
行
い
、
設
備
の
延
命
化

を
行
う
も
の
で
、
約
２０
年
の
延

命
が
図
れ
る
も
の
と
試
算
し
て

い
る
。�

　
　
敬
老
乗
車
券
事
業
で
販
売

方
法
と
予
定
人
数
は
。�

　
　
乗
車
券
は
市
役
所
生
活
交

通
課
と
各
支
所
の
窓
口
で
の
販

売
を
考
え
て
い
る
。
理
由
と
し

て
は
、
年
間
一
人
に
つ
き
上
限

９
０
０
０
円
で
、
市
内
に
住
所

の
あ
る
方
を
条
件
と
し
て
お
り
、

住
民
基
本
台
帳
の
確
認
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
７５
歳

以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

約
３
０
０
０
人
を
見
込
ん
で
い

る
。�

　
　
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

上
げ
の
内
容
は
。�

　
　
平
成
２２
年
度
か
ら
平
成
２４

年
度
ま
で
の
３
年
間
、
保
険
料

は
据
え
置
い
て
き
た
。
今
回
一

人
あ
た
り
５
０
０
０
円
の
引
き

上
げ
を
お
願
い
し
て
い
る
。
す

べ
て
の
人
が
上
が
る
の
で
は
な

く
、
所
得
の
多
い
人
も
少
な
い

人
も
５
０
０
０
円
上
が
っ
た
と

し
て
、
必
要
な
保
険
料
の
額
を

確
保
す
る
計
算
を
し
て
い
る
。

低
所
得
者
の
負
担
を
少
な
く
す

る
た
め
、
所
得
割
を
上
げ
必
要

QA

AA

Q

QA Q

A Q

A QA Q

AQQ A
総
務
委
員
会
関
係�

市
民
厚
生
委
員
会
関
係�
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対前年度比でプラス5.9％　�
22億1000万円の増�

平成25年度�平成25年度�平成25年度�平成25年度�

　３月定例市議会では、平成２５年度予算案の審査をするため、全議員からなる予算審査特別委員会
（田中法男委員長、芦田眞弘副委員長）を設置し、３月８日(総務委員会所管分)１１日（市民厚生委
員会所管分）１２日（経済委員会所管分）１３日（文教建設委員会所管分）１８日（総括質疑）１９
日（総括質疑、討論、採決）の６日間において精力的に審査を行い、本会議最終日の２６日の討論を
経て、採決の結果、全会計の予算案について、原案のとおり可決しました。　�

一般会計 399億円�

松山市政松山市政２期目スタート�

「ひと・まちの絆を�
育む交流」予算予算�

松山市政松山市政２期目スタート�

「ひと・まちの絆を�
育む交流」予算予算�

松山市政２期目スタート�

「ひと・まちの絆を�
育む交流」予算� 当初予算関係33議案を審査�当初予算関係33議案を審査�当初予算関係33議案を審査�

予算審査特特 別委員会�予算審査特特 別委員会�予算審査特特 別委員会�予算審査特

な
保
険
料
の
額
を
確
保
す
る
。�

　
　
福
知
山
市
民
病
院
の
救
命

救
急
棟
建
築
事
業
の
内
容
は
。�

　
　
平
成
２４
年
３
月
３０
日
に
、

京
都
府
か
ら
地
域
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
、
平
成

２２
年
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

用
も
開
始
さ
れ
て
お
り
、
救
急

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

糖
尿
病
の
患
者
も
近
年
増
え
て

き
て
お
り
、
現
在
の
２６
床
で
は

対
応
で
き
ず
、
透
析
の
病
床
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
。
新
棟
建

設
位
置
は
、
外
来
駐
車
場
と
本

館
の
間
、
通
路
と
駐
車
場
に
な
っ

て
い
る
所
で
あ
る
。
耐
震
構
造

の
地
上
４
階
建
て
で
、
総
事
業

費
は
医
療
機
器
な
ど
も
含
め
、

１６
億
８
０
０
万
円
で
あ
る
。�

���

　
　
農
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
事

業
で
工
夫
さ
れ
た
点
は
。�

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
提
供

物
件
が
１４
戸
、
利
用
希
望
登
録

者
数
が
９２
人
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
者
を
増

や
す
た
め
に
、
登
録
さ
れ
た
物

件
を
対
象
と
し
て
、
固
定
資
産

税
相
当
額
を
一
年
分
、
年
額
３

万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
す
る

と
い
う
制
度
を
設
け
た
。�

　
　
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
整
備

事
業
で
焼
却
処
理
施
設
の
建
設

予
定
地
は
。�

　
　
中
丹
３
市
の
中
で
圧
倒
的

に
捕
獲
頭
数
は
福
知
山
市
が
多

く
、
中
丹
３
市
と
京
都
府
の
担

当
者
で
は
、
福
知
山
市
内
で
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
広

域
共
同
利
用
施
設
な
の
で
、
３

市
の
利
用
勝
手
の
良
い
適
地
を

選
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　
　
中
心
市
街
地
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ

ク
ス
推
進
事
業
で
中
心
市
街
地

活
性
化
の
目
標
と
方
向
性
は
。�

　
　
平
成
２５
年
度
か
ら
は
事
業

主
体
を
、
福
知
山
ま
ち
づ
く
り

会
社
だ
け
で
な
く
他
の
民
間
の

事
業
者
も
対
象
と
す
る
。
行
政

主
導
で
は
な
く
、
民
間
の
投
資

に
よ
る
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。�

　
　
ガ
ス
事
業
会
計
清
算
事
業

で
清
算
の
期
日
の
予
定
は
。�

　
　
決
算
の
準
備
を
す
る
必
要

も
あ
り
、
概
ね
９
月
を
目
途
に

清
算
を
す
る
が
、
ガ
ス
事
業
会

計
の
シ
ス
テ
ム
の
保
守
管
理
な

ど
に
つ
い
て
は
１２
カ
月
分
の
予

算
を
組
ん
で
お
り
、
一
年
間
か

け
て
整
理
を
し
て
い
く
。�

　
　
下
水
道
事
業
貯
留
施
設
設

置
場
所
の
決
定
と
計
画
は
。�

　
　
浸
水
対
策
と
し
て
貯
留
施

設
と
水
路
改
修
を
行
う
と
い
う

形
で
検
討
を
行
い
場
所
を
決
定

し
て
い
る
。
宅
地
化
が
進
ん
で

い
る
所
な
の
で
、
水
路
に
隣
接

し
た
公
園
を
貯
留
施
設
と
し
て

整
備
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。�

���

　
　
三
段
池
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
整
備
事
業
の
内
容
は
。�

　
　
現
在
の
動
物
園
の
南
側
に

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
舎
の
建
設
を

行
う
。
８
月
頃
か
ら
着
手
し
、

平
成
２６
年
４
月
頃
レ
ッ
サ
ー
パ

ン
ダ
を
導
入
し
て
い
き
た
い
。�

　
　
多
保
市
正
明
寺
線
高
畑
工

区
の
請
負
業
者
倒
産
の
影
響
は
。�

　
　
２
月
中
旬
に
契
約
解
除
が

破
産
管
財
人
と
の
間
で
整
い
、

後
工
事
の
再
契
約
の
入
札
手
続

を
開
始
し
た
。
３
月
６
日
に
業

者
が
決
定
し
、
５
月
末
の
完
成

に
向
け
て
工
事
を
進
め
た
い
。�

　
　
石
原
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
の
繰
入
金
は
。�

　
　
鉄
道
網
整
備
事
業
及
び
関

連
都
市
計
画
事
業
基
金
の
残
高

か
ら
可
能
な
額
を
繰
入
金
と
し

て
予
算
化
し
て
い
る
。
平
成
２４

年
度
ま
で
は
約
９
億
１
０
０
０

万
円
余
り
、
平
成
２５
年
度
を
含

め
る
と
約
１１
億
３
５
０
０
万
円

と
な
る
。�

　
　
小
・
中
学
校
施
設
空
調
設

備
設
置
事
業
の
設
置
計
画
は
。�

　
　
１
年
目
に
実
施
設
計
、
２

年
目
か
ら
設
置
工
事
と
な
る
。

平
成
２５
年
度
か
ら
始
め
る
と
平

成
２９
年
度
ま
で
か
か
る
。
全
部

で
３
３
２
教
室
あ
り
、
市
内
中

心
部
の
学
校
か
ら
５
年
間
か
け

て
設
置
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。�

　
　
中
学
校
配
膳
員
配
置
事
業

の
配
膳
員
の
勤
務
状
況
と
事
前

訓
練
の
計
画
は
。�

　
　
勤
務
時
間
は
一
日
４
時
間
、

学
校
に
よ
り
時
差
出
勤
で
対
応
。

時
給
は
市
の
臨
時
職
員
と
し
て

８
８
０
円
で
あ
る
。
４
月
８
日

か
ら
１２
日
に
か
け
て
、
食
器
・

食
缶
な
ど
を
学
校
の
配
膳
室
に

置
き
ク
ラ
ス
ワ
ゴ
ン
へ
の
移
し

変
え
・
リ
フ
ト
の
昇
降
な
ど
の

訓
練
を
行
う
。�

���������������

QA

Q AA

QA

QA A

QAQAQ

QAQA

QQ A
経
済
委
員
会
関
係�

文
教
建
設
委
員
会
関
係�
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松山市政２期目スタート�

「ひと・まちの絆を�
育む交流」予算�

松山市政２期目スタート�

「ひと・まちの絆を�
育む交流」予算� 当初予算関係33議案を審査�当初予算関係33議案を審査�当初予算関係33議案を審査�

予算審査特 別委員会�予算審査特 別委員会�予算審査特 別委員会�
�����

　
　
個
人
市
民
税
は
わ
ず
か
に

増
収
と
し
法
人
市
民
税
は
大
き

く
減
少
と
し
た
根
拠
は
何
か
。�

　
　
平
成
２５
年
度
個
人
市
民
税

は
、
平
成
２４
年
度
中
の
個
人
所

得
に
対
し
て
課
税
す
る
も
の
。

納
税
者
収
入
は
昨
年
１２
月
末
現

在
の
有
効
求
人
倍
率
を
基
に
推

察
し
て
も
、
全
国
・
京
都
府
・

福
知
山
市
い
ず
れ
も
前
年
同
期

を
上
回
っ
て
お
り
、
雇
用
状
況

に
大
き
な
変
動
は
な
い
と
見
込

ん
だ
。
法
人
市
民
税
は
、
法
人

税
割
額
の
約
７
割
を
占
め
る
３

月
決
算
法
人
の
上
位
１
０
０
社

と
、
平
成
２４
年
度
法
人
市
民
税

額
大
幅
減
の
１０
社
、
計
１
１
０

社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
見
積
も
っ
た
。�

　
　
借
金
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
市
債
発
行
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。�

　
　
市
債
は
単
な
る
運
転
資
金

の
た
め
に
発
行
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
市
債
が
発
行
で
き
る

の
は
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に

限
ら
れ
て
お
り
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
よ
う
に
地
方
交
付
税
の

代
替
財
源
の
も
の
も
あ
る
。
交

付
税
算
入
の
あ
る
有
利
な
起
債

の
活
用
に
加
え
て
、
将
来
に
負

担
を
か
け
な
い
た
め
に
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。�

　
　
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を

確
立
す
る
た
め
ど
の
よ
う
な
予

算
を
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
　
先
の
９
月
議
会
で
条
例
を

制
定
し
た
「
合
併
算
定
替
逓
減

対
策
基
金
」
に
、
交
付
税
縮
減

を
見
据
え
て
取
り
組
む
第
５
次

行
革
の
削
減
効
果
額
の
一
部
を
、

平
成
２８
年
度
ま
で
に
２２
億
円
蓄

え
将
来
の
財
源
不
足
に
備
え
る
。�

　
　「
救
命
の
絆
」
世
界
一
の

ま
ち
事
業
を
予
算
計
上
し
た
経

緯
や
考
え
方
は
何
か
。�

　
　
全
国
共
通
の
課
題
で
は
あ

る
が
、
救
急
車
の
到
着
時
間
に

も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
で

き
る
限
り
多
く
の
市
民
救
命
士

を
養
成
し
、
市
内
の
ど
こ
で
倒

れ
て
も
、
近
く
に
居
合
わ
せ
た

市
民
に
よ
る
速
や
か
な
応
急
手

当
が
行
わ
れ
、
救
急
隊
・
医
療

機
関
と
い
う
絆
を
強
化
し
た
救

命
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
「
救
え
る

は
ず
の
命
」
を
救
う
こ
と
を
目

的
に
、
地
域
の
救
命
力
の
飛
躍

向
上
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
　
観
光
関
連
予
算
を
最
大
限

活
か
し
た
地
域
振
興
施
策
の
効

果
は
ど
う
か
。�

　
　
新
規
に
「
海
の
京
都
推
進

事
業
」
と
し
て
３
０
０
万
円
計

上
。
こ
れ
は
丹
後
と
中
丹
の
５

市
２
町
が
京
都
府
と
連
携
し
、

新
し
い
観
光
圏
を
創
設
す
る
も

の
。
本
市
は
福
知
山
城
と
大
江

山
酒
呑
童
子
の
里
を
交
流
地
区

と
し
て
計
画
し
て
い
る
。
ま
た

大
原
産
屋
の
里
や
玄
武
岩
公
園

の
整
備
で
も
、
地
元
の
皆
さ
ん

が
「
茶
店
」
な
ど
を
出
店
す
る

こ
と
で
地
域
の
活
力
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
、
地
元
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。�

　
　
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の

充
実
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。�

　
　
平
成
２５
年
度
に
お
い
て
は
、

「
安
心
生
活
見
守
り
事
業
」「
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
」

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
」
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
介
護
人
材
確
保
で

介
護
福
祉
士
奨
学
金
貸
付
事
業

の
事
業
費
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
が
、
介
護
職
を
志
す
若
者
が

近
隣
市
町
に
流
出
す
る
こ
と
な

く
、
本
市
で
働
い
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。�

　
　
若
者
雇
用
対
策
と
改
正
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
と
の
関
係

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
若
者
の
地
元
定
着
は
、
市

の
活
力
の
維
持
な
ど
本
市
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
高
年
齢
者

の
生
活
の
安
定
と
若
年
者
の
就

業
の
拡
大
、
さ
ら
に
高
齢
者
の

知
恵
や
技
術
・
経
験
の
若
者
へ

の
継
承
、
世
代
交
代
が
円
滑
に

進
む
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
高
齢
者
雇
用
の
拡
大
と
若

者
の
雇
用
を
つ
な
ぐ
循
環
型
の

雇
用
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
間
伐
事
業
に
よ
り
搬
出
し

た
間
伐
材
の
利
用
が
大
切
だ
が
、

そ
の
促
進
方
策
は
何
か
。�

　
　
搬
出
間
伐
が
主
体
と
な
っ

た
今
、
間
伐
材
の
利
用
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
丹
州
材
活
用

促
進
事
業
と
し
て
、
民
間
住
宅

な
ど
で
の
利
用
促
進
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
本
市
公
共
建

築
物
で
の
利
用
促
進
方
策
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た

民
間
で
の
利
用
拡
大
推
進
の
た

め
、
林
業
事
業
者
や
建
築
関
係

者
に
よ
る
研
究
会
的
組
織
を
平

成
２５
年
度
早
期
に
立
ち
上
げ
て

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。�

　
　
子
ど
も
に
学
力
を
つ
け
る

施
策
が
重
要
と
考
え
る
が
充
実

し
て
い
る
の
か
。�

　
　
学
力
向
上
や
生
徒
指
導
・

心
の
教
育
な
ど
生
き
る
力
の
育

成
を
総
合
的
に
推
進
す
る
施
策

と
し
て
、
保
幼
小
中
一
貫
・
連

携
教
育
、
通
称
シ
ー
ム
レ
ス
学

園
構
想
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
中
心
施
策
と

な
る
の
が
「
ま
な
び
の
つ
な
が

り
強
化
推
進
事
業
」「
文
武
向

上
プ
ラ
ン
学
校
支
援
事
業
」
で

あ
る
。
一
人
一
人
の
子
ど
も
の

進
路
を
保
障
し
学
力
の
充
実
・

向
上
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。�

�����������������������

���

　
　
　
福
知
山
市
民
の
暮
ら
し

は
長
引
く
不
況
か
ら
脱
し
き
れ

て
お
ら
ず
、
給
与
所
得
も
大
幅

減
収
の
ま
ま
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
物
価
上
昇
や
消
費
税
増
税

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
な
か
で
の

保
育
料
引
き
上
げ
は
、
低
所
得

の
保
護
者
の
負
担
増
と
な
る
。

ま
た
国
保
加
入
者
は
低
所
得
の

状
態
に
置
か
れ
た
ま
ま
な
の
で
、

保
険
料
は
支
払
い
能
力
を
超
え

て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上

の
保
険
料
引
き
上
げ
は
中
止
す

べ
き
で
あ
る
。�

　
　
　
平
成
２５
年
度
当
初
予
算

は
、
３
９
９
億
円
と
い
う
非
常

に
積
極
的
な
予
算
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
限
り
あ
る
財
源
を
効

果
的
に
配
分
し
、
基
金
を
取
り

崩
さ
ず
、
市
債
発
行
も
抑
制
す

る
な
か
、
諸
施
策
に
積
極
的
な

投
資
を
計
上
さ
れ
て
い
る
。
市

税
は
減
少
す
る
も
の
の
、
市
有

財
産
の
活
用
・
未
利
用
財
産
の

売
却
・
地
方
交
付
税
の
算
入
な

ど
意
欲
的
な
財
源
確
保
を
図
り
、

歳
出
で
は
市
民
を
予
算
作
成
の

段
階
か
ら
巻
き
込
み
立
案
す
る

と
い
う
、
全
国
で
も
珍
し
い
市

民
参
加
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い

る
。�

（
市
長
）
１
期
目
は
「
市

民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

市
民
の
政
治
」
を
信
条
に

前
例
踏
襲
打
破
を
基
本
姿

勢
と
し
た
。
２
期
目
は
さ

ら
に
踏
み
込
ん
で
「
市
民

を
ど
真
ん
中
に
」
を
政
策

理
念
に
、
市
民
が
主
人
公

の
開
か
れ
た
市
政
運
営
と

地
域
づ
く
り
を
行
い
、
改

革
の
花
を
咲
か
せ
た
い
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
人
と
人

と
の
結
び
つ
き
や
地
域
間

の
交
流
・
連
携
を
強
め
る

こ
と
が
肝
要
と
考
え
、「
ひ

と
・
ま
ち
の
絆
を
育
む
交

流
」
を
新
年
度
予
算
の
重

点
に
置
き
、「
人
と
人
の
絆
」

「
安
全
・
安
心
の
絆
」「
ま

ち
と
ま
ち
の
交
流
」
を
３

本
柱
と
し
た
も
の
で
あ
る
。�

�
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議第 99 号　 平成25年度福知山市国民健康保険診療所費特別会計予算�

議第100号　 平成25年度福知山市と畜場費特別会計予算�

議第101号　 平成25年度福知山市簡易水道事業特別会計予算�

議第102号　 平成25年度福知山市宅地造成事業特別会計予算�

議第103号　 平成25年度福知山市休日急患診療所費特別会計予算�

議第104号　 平成25年度福知山市公設地方卸売市場事業特別会計予算�

議第105号　 平成25年度福知山市農業集落排水施設事業特別会計予算�

議第106号　 平成25年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計予算�

議第107号　 平成25年度福知山都市計画事業福知山駅周辺土地区画整理事業特別会計予算�

議第108号　 平成25年度福知山市介護保険事業特別会計予算�

議第109号　 平成25年度大江都市計画事業河守土地区画整理事業特別会計予算�

議第110号　 平成25年度福知山市下夜久野地区財産区管理会特別会計予算�

議第111号　 平成25年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計予算�

議第113号　 平成25年度福知山市水道事業会計予算�

議第114号　 平成25年度福知山市下水道事業会計予算�

議第115号　 平成25年度福知山市病院事業会計予算�

議第116号　 福知山市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について�

議第117号　 福知山市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について�

議第118号　 福知山市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について�

議第119号　 福知山市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について�

議第120号　 �

議第121号　 福知山市教育委員会の教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について�

議第122号　 福知山市一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について�

議第124号　 福知山市の特別職等の職員で常勤のものの退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について�

議第125号　 障害者自立支援法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について�

議第126号　 �

�

議第127号�

�
議第128号　 福知山市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について�

議第129号　 福知山市企業誘致促進条例の一部を改正する条例の制定について�

議第130号　 京都北部中核工業団地工場誘致に関する条例の一部を改正する条例の制定について�

議第131号　 福知山市道路の構造の技術的基準を定める条例の制定について�

議第132号　 福知山市道路標識の寸法に関する基準を定める条例の制定について�

議第133号　 �

�
議第134号　 福知山市準用河川管理施設等の構造に関する条例の制定について�

議第135号　 福知山市営住宅等の整備の基準に関する条例の制定について�

議第136号�

�
議第137号　 福知山市道路占用料条例の一部を改正する条例の制定について�

議第138号　 福知山市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について�

議第139号　 福知山市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について�

議第140号　 福知山市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例の制定について�

議第141号　 福知山市立公民館条例の一部を改正する条例の制定について�

議第142号　 訴えの提起（裁判上の和解を含む。）について�

議第143号　 辺地総合整備計画の変更について�

議第144号　 過疎地域自立促進市町村計画の変更について�

議第145号　 平成２４年度福知山市 一般会計補正予算(第６号）�

議第146号　 平成24年度福知山市一般会計補正予算（第７号）�

議第147号　 平成24年度福知山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）�

議第148号　 平成24年度福知山市と畜場費特別会計補正予算（第１号）�

議第149号　 平成24年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）�

議第150号　 平成24年度福知山市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）�

議第151号　 平成24年度福知山市地域情報通信ネットワーク事業特別会計補正予算（第２号）�

議第152号　 平成24年度福知山市病院事業会計補正予算（第１号）�

議第153号　 福知山市実費弁償条例の一部を改正する条例の制定について�

議第154号　 福知山市災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定について�

議第155号　 福知山市土地開発基金条例を廃止する条例の制定について�

議第156号　 福知山市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について�

議第157号　 福知山市へき地保育所条例を廃止する条例の制定について�

議第158号　 工事請負契約の締結について�

議第159号　 物品の取得について�

議第160号　 財産の無償譲渡について�

議第161号　 字の区域及び名称の変更について�

議第162号　 市道の認定及び廃止並びに路線変更について�

議第163号　 専決処分の承認について�

議第164号　 福知山市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について�

議第165号　 福知山市副市長の選任について�

議第166号　 監査委員の選任について�

議第167号　 教育委員の任命について�

議第168号　 人権擁護委員の候補者の推薦について�

議第169号　 人権擁護委員の候補者の推薦について�

議第170号　 人権擁護委員の候補者の推薦について�

市会発議第１号　 福知山市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について�

市会発議第２号　 福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について�

市会発意第１号　 国民健康保険に対する国庫負担率の引き上げを求める意見書について�
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■全員賛成で可決となった議案�

福知山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び�
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための�
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について�

３月定例市議会の議決結果について�

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案の賛否状況を掲載しています） �

議 

決 

結 

果�

可 

決�

可 

決�

可 

決�

可 

決�

不
採
択�

不
採
択�

平成２５年度福知山市�
一般会計予算�
平成２５年度福知山市�
国民健康保険事業特別会計予算�
平成２５年度福知山市地域情報通信�
ネットワーク事業特別会計予算�

福知山市退職手当支給条例等の�
一部を改正する条例の制定について�
福知山市土地開発公社解散・清算に関する�
議会決議の履行を議会に対して求める請願�
発達支援センターの建設の�
具体化を求める請願�

日本共産党�
福知山市会�
議員団�

公明党�
福知山市�
会議員団�

福知山�
未来の会�福政会�新政会�

維新�
福知山� 希望の会�

無
会
派�

塩
見
卯
太
郎�

足
立
　
　
進�

大
槻
富
美
子�

中
島
英
俊�

吉
見
純
男�

大
谷
洋
介�

足
立
伸
一�

吉
見
茂
久�

田
中
法
男�

奥
藤
　
　
晃�

森
下
賢
司�

稲
葉
民
俊�

和
田
　
　
久�

谷
口
　
　
守�

稲
垣
司
郎�

木
戸
　
正
��

塩
見
日
出
勝�

田
渕
裕
二�

芦
田
眞
弘�

桐
村
一
彦�

谷
垣
和
夫�

藤
田
　
　
守�

高
宮
辰
郎�

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ �

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ �

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ �

× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ �

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × �

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × × × �

議　案�
（議決結果）�

会派別議員名�

�

議第97号�

議第98号�

議第112号�

議第123号�

請願第3号�

請願第4号�

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　－：棄権※野田勝康議員（福政会）は、議長職のため表決に加わっていません。�

福知山市における高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために�
必要な特定公園施設の設置の基準に関する条例の制定について�

福知山市における高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために�
必要な道路の構造の基準を定める条例の制定について�
�

福知山市長及び副市長並びに上下水道事業管理者の給与に�
関する条例の一部を改正する条例の制定について�
�

�
橋
正
樹�

福知山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び�
運営に関する基準を定める条例の制定について�
�
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●
地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
事

業
債
に
つ
い
て
、
緊
急
経
済
対

策
を
活
用
す
る
と
従
来
の
事
業

債
に
比
べ
て
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

の
か
、
将
来
の
起
債
償
還
に
好

影
響
を
及
ぼ
す
か
な
ど
の
問
い

に
、
起
債
充
当
率
が
７５
％
か
ら

１
０
０
％
に
、
交
付
税
算
入
率

が
２２
％
か
ら
５０
％
に
な
り
、
ま

た
事
業
を
前
倒
し
で
実
施
で
き
、

大
変
、
有
利
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。�

●
市
民
会
館
・
中
央
公
民
館
改

修
事
業
に
つ
い
て
、
基
本
設
計

と
実
施
設
計
時
に
市
民
ニ
ー
ズ

を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
と
の
問

い
に
、
４
階
の
ホ
ー
ル
を
文
化

ホ
ー
ル
的
に
改
修
し
て
ほ
し
い

と
の
市
民
か
ら
の
要
望
が
あ
り

検
討
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。�

●
行
政
評
価
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
付

属
さ
せ
る
基
と
な
る
財
務
シ
ス

テ
ム
が
終
了
す
る
の
か
と
の
問

い
に
、
今
回
は
見
送
り
、
新
た

な
財
務
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

際
に
公
開
事
業
レ
ビ
ュ
ー
な
ど

で
も
わ
か
り
や
す
い
資
料
が
作

成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
よ
う
努
め
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
市
長

公
室
と
財
務
部
と
業
者
の
密
接

な
連
携
を
期
待
す
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。�

●
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進

債
償
還
基
金
積
立
事
業
に
つ
い

て
、
議
会
へ
の
報
告
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
と
の
問
い
が
あ
り
、

ま
ず
第
三
者
検
討
委
員
会
で
確

認
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
議
会

に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

●
合
併
算
定
替
逓
減
対
策
基
金

積
立
事
業
で
は
、
前
倒
し
で
積

極
的
に
積
み
立
て
て
い
る
の
か

と
の
問
い
に
、
目
標
を
下
回
っ

て
お
り
更
な
る
努
力
が
必
要
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

●
石
原
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
に
つ
い
て
、
事

業
の
閉
鎖
時
期
は
と
の
問
い
に
、

保
留
地
を
一
刻
も
早
く
売
却
し

て
閉
鎖
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
早

く
売
却
し
、
固
定
資
産
税
に
よ

る
歳
入
の
確
保
を
お
願
い
し
た

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
可
決
）�

�����

●
選
定
を
し
た
委
員
会
の
将
来

的
な
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
の

問
い
に
、
選
定
ま
で
が
選
定
委

員
会
の
役
割
で
あ
る
と
の
答
弁

で
し
た
。
　  （
全
員
賛
成
可
決
）�

�

　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た

条
例
改
正
、
補
正
議
案
な
ど
１０
議
案
を
、
２
月
２８
日
、
３
月
１４
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
、　
全
議
案
を
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。�

総  務�
常任委員会�

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査�

主
な
議
案
審
査�

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計�

補
正
予
算（
所
管
事
項
）�

�����

●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
老
朽
化
対
策
事
業
で

は
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
り

Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
電
力
遠
方
制
御
装
置

の
更
新
費
用
を
補
助
す
る
も
の�

����

●
同
じ
く
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
経
営
支
援

事
業
に
お
い
て
補
助
が
基
金
方

式
か
ら
補
助
金
方
式
に
変
わ
っ

た
の
は
、
府
の
基
金
は
平
成
１０

年
に
枯
渇
し
沿
線
市
町
の
拠
出

金
の
受
け
皿
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
を
、
沿
線
市
町
が
直
接
Ｋ
Ｔ

Ｒ
に
支
払
う
補
助
金
方
式
に
変

え
た
も
の
で
、
市
民
も
含
め
て

Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
走
ら
せ
る
意
義
を
よ

り
認
識
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

市
の
負
担
割
合
は
全
体
の
１０
・

０２
％
で
あ
る
。�

●
地
方
バ
ス
路
線
運
行
事
業
で

は
、
市
民
病
院
へ
の
乗
り
入
れ

や
利
用
促
進
会
議
の
成
果
な
ど

で
運
賃
収
入
が
増
え
た
た
め
市

の
補
助
金
が
減
少
し
た
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。�

●
長
谷
墓
園
基
金
事
業
と
長
田

野
墓
園
基
金
事
業
で
は
、災
害
な

ど
に
備
え
て
基
金
積
立
を
し
て

お
り
、そ
の
額
は
そ
れ
ぞ
れ
６
８

０
万
円
と
９
６
０
万
円
で
あ
る
。

草
刈
り
な
ど
の
経
費
は
市
か
ら

管
理
組
合
に
支
出
し
て
い
る
。�

●
障
害
福
祉
施
設
整
備
事
業
で

は
重
度
対
応
型
ケ
ア
ホ
ー
ム
の

入
所
者
と
介
助
者
の
比
率
は
、

障
害
程
度
区
分
３
で
９
対
１
、

区
分
４
で
６
対
１
、
区
分
５
で

４
対
１
、
区
分
６
で
２
・
５
対

１
と
な
っ
て
い
る
。�

●
今
回
次
年
度
に
繰
り
越
す
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
相
続
登
記

の
関
係
で
用
地
取
得
、
建
築
確

認
申
請
に
日
数
を
要
し
た
た
め

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

（
全
員
賛
成
可
決
）�

��

●
中
六
人
部
保
育
園
の
民
営
化

後
に
つ
い
て
、
園
舎
は
築
後
４２

年
経
過
し
て
お
り
、
国
の
施
設

整
備
補
助
金
を
充
て
て
早
期
の

建
て
替
え
が
望
ま
し
い
。
ま
た

民
営
化
後
は
国
の
定
め
る
保
育

料
単
価
に
よ
る
運
営
費
が
国
・

府
費
の
負
担
金
の
形
で
交
付
さ

れ
る
。
そ
の
算
出
方
法
は
４
割

が
保
育
料
、
３
割
が
国
、
１
・

５
割
が
府
、
１
・
５
割
が
市
の

割
合
に
な
っ
て
お
り
市
か
ら
は

保
育
料
の
２
・
５
割
を
さ
ら
に

補
助
し
て
い
る
。
従
っ
て
民
営

化
す
れ
ば
安
定
し
た
経
営
が
見

込
ま
れ
る
。�

���

●
新
大
江
病
院
の
本
館
の
耐
震

化
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
Ｉ
Ｓ

値
０
・
６２
Ｑ
値
２
・
１７
で
、
耐

震
化
工
事
は
必
要
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。（
全
員
賛
成
可
決
）�

　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
国
の

緊
急
経
済
対
策
に
か
か
る
補
正
議
案
１
議
案
を
２
月
２８
日
に
、
ま
た
補

正
議
案
な
ど
１１
議
案
を
３
月
１４
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
催
し
慎

重
な
審
査
を
行
い
、
全
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。�

市民厚生�
常任委員会�

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査�

主
な
議
案
審
査�

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計�

補
正
予
算（
所
管
事
項
）�

▼
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て�

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計�

補
正
予
算（
所
管
事
項
）�

▼
平
成
24
年
度
病
院
事
業�

会
計
補
正
予
算�

▼（
仮
称
）市
民
交
流
プ
ラ
ザ�

ふ
く
ち
や
ま
に
配
置
す
る�

自
動
書
庫
の
選
定�

主
な
議
案
審
査�

主
な
議
案
審
査�

３
月
定
例
市
議
会

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告�
３
月
定
例
市
議
会

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告�
３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告�

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告�

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告�
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主
な
議
案
審
査�

主
な
議
案
審
査�

�����

●
大
呂
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

の
管
理
宿
泊
棟
施
設
の
建
設
場

所
の
変
更
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
費
用
、

地
元
と
の
協
議
内
容
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
の
関
係
な
ど

を
聞
く
質
疑
に
対
し
て
、
予
定

の
建
設
場
所
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
行
っ
た
が
安
定
す
る
地

盤
ま
で
２０
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
が

必
要
に
な
り
、
経
費
が
か
さ
む

た
め
新
た
な
場
所
と
し
て
現
在

の
宿
泊
施
設
の
隣
へ
変
更
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
費
は
基
本
設
計

が
２
７
０
万
円
、
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
に
２
０
０
万
円
で
あ
る
。�

　
地
元
と
の
協
議
で
は
自
治
会

や
天
寧
寺
と
も
協
議
し
了
解
を

得
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
と
の
関
係
で
は
、
当
初
は

施
設
の
窓
か
ら
見
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
新
た
な
建
設

場
所
は
下
の
ほ
う
へ
移
動
す
る

の
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は

見
え
な
い
が
、
地
元
の
方
も
活

性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
の
で
、
な
ん
と
か
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
む
と
の
答
弁

で
し
た
。�

����������

●
ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
事
業
で

当
初
の
見
込
み
よ
り
下
回
っ
た

理
由
を
聞
く
質
疑
に
対
し
て
、

平
成
２４
年
７
月
に
１
社
が
分
譲

決
定
し
た
が
、
平
成
２４
年
度
中

に
建
設
を
し
な
か
っ
た
た
め
と

の
答
弁
で
し
た
。�

（
全
員
賛
成
可
決
）�

���

●
病
畜
の
内
容
と
処
理
単
価
、

増
え
る
頭
数
に
つ
い
て
の
質
疑

に
対
し
て
、
病
畜
と
は
骨
折
や

白
血
病
な
ど
獣
医
師
が
判
断
し

た
も
の
で
あ
る
。
処
理
単
価
は

福
知
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
で
、
１
回

に
つ
き
５
㎏
か
ら
２０
㎏
ま
で
４

０
０
円
、
２０
㎏
を
超
え
る
も
の

は
２０
㎏
ま
で
ご
と
に
４
０
０
円

増
と
な
っ
て
い
る
。
増
え
る
頭

数
は
４０
か
ら
５０
頭
と
見
て
い
る

と
の
答
弁
で
し
た
。�

（
全
員
賛
成
可
決
）��

　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た

補
正
議
案
２
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
１４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
、
２
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。�

経  済�
常任委員会�

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査�

主
な
議
案
審
査�

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計�

補
正
予
算（
所
管
事
項
）�

�����

●
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る

補
正
予
算
と
し
て
、
教
育
委
員

会
関
係
で
は
、
小
学
校
６
校
１１

棟
、
中
学
校
２
校
３
棟
の
耐
震

改
修
事
業
に
３
億
５
７
６
０
万

円
が
増
額
補
正
さ
れ
、
平
成
２５

年
度
に
繰
り
越
し
て
学
校
施
設

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
委
員
か
ら
は
、
耐
震
化

率
の
状
況
を
問
う
質
疑
が
あ
り
、

今
回
の
繰
り
越
し
分
の
工
事
が

完
了
す
れ
ば
、
小
学
校
９６
・
５

％
、
中
学
校
８６
・
５
％
、
幼
稚

園
４２
・
９
％
と
な
り
、
小
・
中
・

幼
合
わ
せ
て
９０
・
７
％
に
な
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

●
南
天
田
団
地
建
替
事
業
で
は
、

府
の
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
の

変
更
に
伴
い
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
の
設
置
が
必
要
と
な
り
、
地

上
据
え
置
き
型
の
ソ
ー
ラ
ー
設

備
を
設
置
す
る
決
定
を
行
い
、

そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た

め
に
、
第
２
期
棟
の
位
置
を
若

干
変
更
し
た
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。�

●
市
営
住
宅
改
善
事
業
で
は
、

２
１
７
２
万
円
の
事
業
費
が
減

額
補
正
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
の
質
疑
に
対
し
て
、

南
佳
屋
野
団
地
２
棟
分
の
水
道

管
改
修
工
事
に
お
い
て
、
工
事

請
負
の
落
札
率
が
低
か
っ
た
こ

と
と
、
当
初
は
屋
上
設
置
と
地

上
設
置
の
ポ
ン
プ
を
置
く
設
計

と
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
屋

上
設
置
型
ポ
ン
プ
の
規
模
を
変

更
し
、
従
来
か
ら
使
用
し
て
い

た
地
上
設
置
型
ポ
ン
プ
を
活
か

し
な
が
ら
、
よ
り
有
効
に
各
階

へ
配
水
す
る
と
い
う
設
計
変
更

の
結
果
、
全
体
額
が
下
が
っ
た

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

●
中
学
校
教
師
用
教
科
書
・
指

導
書
購
入
事
業
の
減
額
補
正
に

つ
い
て
、
当
初
の
デ
ジ
タ
ル
型

を
導
入
す
る
予
定
が
、
教
科
に

よ
っ
て
は
従
来
の
冊
子
型
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

は
、
デ
ジ
タ
ル
型
へ
移
行
す
る

予
算
を
立
て
た
の
で
あ
れ
ば
、

市
の
教
育
を
進
め
て
い
く
過
程

と
し
て
は
後
退
に
な
ら
な
い
か

と
い
う
質
疑
が
あ
り
、
今
後
、

教
科
書
の
改
訂
の
際
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
の
利
点
に
つ
い
て
も
学

校
に
周
知
徹
底
し
た
う
え
で
、

出
来
る
限
り
デ
ジ
タ
ル
型
を
使

う
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
可
決
）�

���

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
・

統
合
に
よ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、

新
規
条
例
６
件
、
一
部
改
正
４

件
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
可
決
）��

　
３
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た

条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
１６
議
案
を
、
２
月
２８
日
、
３
月
１４
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
、
全
議
案
を
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。�

文教建設�
常任委員会�

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査�

主
な
議
案
審
査�

▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計�

補
正
予
算（
所
管
事
項
）�

▼
条
例
関
係�

▼
と
畜
場
費
特
別
会
計�

補
正
予
算�

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告�

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告�

３
月
定
例
市
議
会

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告�

３
月
定
例
市
議
会

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告�

３
月
定
例
市
議
会 

常
任
委
員
会
審
査
報
告�

手前がボーリング調査を行う所�

処理頭数が増えている食肉センター（牧）�



���《
委
員
会
の
構
成
》�

�

委
員
長
　
大
　

谷
　
洋
　

介�

副
委
員
長
　
塩
　

見
　

日
出
勝�

委
　
　
員
　
田
　

中
　
法
　

男�

委
　
　
員
　
谷
　

口
　

　
　
守�

委
　
　
員
　
吉
　

見
　
純
　

男�

委
　
　
員
　
木
　

戸
　
正
　

��
�《

行
政
視
察
報
告
》�

���������������

▽
希
望
者
で
傍
聴
し
た
。
市
が

行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
そ

の
手
法
や
成
果
等
を
市
民
と
と

も
に
評
価
・
検
証
を
行
い
、
評

価
結
果
を
当
該
年
度
又
は
次
年

度
以
降
の
事
業
執
行
に
反
映
さ

せ
る
画
期
的
な
取
り
組
み
と
な
っ

た
。
職
員
の
プ
レ
ゼ
ン
能
力
の

ア
ッ
プ
、
ま
た
事
業
の
「
そ
も

そ
も
」
の
目
的
を
再
確
認
す
る

場
と
も
な
り
評
価
し
た
い
。�

������

▽
希
望
者
で
傍
聴
し
た
。
公
開

に
よ
る
選
定
委
員
会
に
て
、
４

名
の
審
査
委
員
の
評
価
得
点
が

最
も
高
い
事
業
者
と
契
約
を
行

い
、
開
か
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
強

く
持
っ
た
。�

������

▽
解
体
工
事
を
進
め
て
い
る
中

で
、
上
部
の
解
体
が
終
わ
り
、

杭
の
引
き
抜
き
作
業
に
着
手
し

た
際
に
、
想
定
外
の
杭
の
状
況

が
確
認
さ
れ
た
と
の
説
明
を
受

け
た
。�

������������������

▽
福
井
県
の
高
浜
発
電
所
の
概

ね
３０
㎞
圏
内
を
「
防
護
準
備
重

点
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
と
し
て
、

必
要
な
事
項
を
定
め
た
と
の
説

明
を
受
け
た
。�

���《
委
員
会
の
構
成
》�

�

委
員
長
　
谷
　

垣
　
和
　

夫�

副
委
員
長
　
藤
　

田
　
　
　

守�

委
　
　
員
　
吉
　

見
　
茂
　

久�

委
　
　
員
　
奥
　

藤
　
　
　

晃�

委
　
　
員
　
和
　

田
　
　
　

久�

委
　
　
員
　
大
　

槻
　

富
美
子�

��《
行
政
視
察
報
告
》�

�����

▽
大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
宝
生
苑
」

と
「
大
住
児
童
館
」
が
併
設
さ

れ
た
複
合
施
設
で
す
。
高
齢
者

と
子
供
た
ち
が
自
然
な
形
で
共

に
ふ
れ
あ
い
、
世
代
を
越
え
た

交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
平
成
１７
年
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
（
総
事
業
費
は
約
１４
億
円
）。

年
間
経
費
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
約
２
２
０
０
万
円
、
児
童
館

が
約
１
３
０
０
万
円
と
の
こ
と

で
す
。�

▽
１
日
の
平
均
利
用
者
数
は
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
約
１
５
０

人
、
児
童
館
が
約
６０
人
で
あ
り
、

利
用
料
は
す
べ
て
無
料
。
ま
た

来
所
時
に
バ
ス
利
用
の
場
合
は

半
額
補
助
さ
れ
ま
す
。�

▽
利
用
で
き
る
の
は
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
市
内
在
住
の
６０

歳
以
上
、
児
童
館
は
市
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
親
、
お
よ
び

１８
歳
以
下
の
児
童
生
徒
。�

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設

と
し
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
、
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
、
健

康
増
進
ル
ー
ム
、
浴
室
な
ど
が

あ
り
、
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
風
呂
上

が
り
に
く
つ
ろ
い
で
お
ら
れ
る

方
や
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
る
皆
さ

ん
に
お
聞
き
す
る
と
口
々
に
「
こ

こ
に
来
る
の
が
生
き
甲
斐
」
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。�

����������������

▽
な
お
児
童
館
部
分
の
施
設
と

し
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
室
、
多
目

的
広
場
、
遊
具
広
場
、
遊
戯
広

場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。�

▽
高
齢
者
と
子
供
た
ち
の
直
接

の
交
流
の
場
と
し
て
は
、
人
形

劇
鑑
賞
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
て
お
り
、
市
の
事
業
と

し
て
月
３
回
、
保
健
師
や
作
業

療
法
士
に
よ
る
介
護
予
防
教
室

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
カ
ラ

オ
ケ
ま
で
す
べ
て
無
料
と
い
う
、

う
ら
や
ま
し
い
よ
う
な
施
設
で

す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
健
康

増
進
と
生
き
甲
斐
づ
く
り
の
場

に
な
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち
に

は
大
人
と
接
す
る
場
と
な
っ
て
、

自
然
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。�

�����

▽
（
仮
称
）
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、

基
本
構
想
の
概
要
と
、
市
民
意

識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概

要
に
つ
い
て
、
子
育
て
支
援
課

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。�

����
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熱のこもった事業仕分け�

説明を受けた旧福知山消防署跡地�

施設長らと質疑応答�

総
務
委
員
会�

市
民
厚
生
委
員
会�

公
開
事
業
レ
ビ
ュ
ー
の�

模
擬
実
施
に
つ
い
て�

活
動
日
　
２
月
３
日�

新
図
書
館
中
央
館
自
動
書
庫�

整
備
事
業
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー�

ザ
ル
の
結
果
に
つ
い
て�

活
動
日
　
２
月
５
日�

福
知
山
市
原
子
力
災
害�

住
民
避
難
計
画
に
つ
い
て�

活
動
日
　
３
月
１９
日�

京
田
辺
市
の
大
住
ふ
れ
あ
い�

セ
ン
タ
ー
を
視
察�

活
動
日
　
２
月
４
日�

委
員
会
に
て
請
願
審
査�

活
動
日
　
１
月
２４
日�

３
月
１４
日�

旧
福
知
山
消
防
署
跡
地
の�

工
事
及
び
売
却
に
係
る
対
応�

に
つ
い
て�活

動
日
　
３
月
１４
日�

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告�
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告�
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告�

各
常
任
委
員
会
で
は
、議
会
の
閉
会
中
に
お
い
て
も
、所
管
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
活
動
を�

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、全
議
員
に
報
告
し
、議
会
の
審
議
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。�

本
会
議
を
傍
聴�

　 

し
て
み
ま
せ
ん
か�

本
会
議
を
傍
聴�

　 

し
て
み
ま
せ
ん
か�



���《
委
員
会
の
構
成
》�

�

委
員
長
　
足
　

立
　
　
　

進�

副
委
員
長
　
稲
　

葉
　
民
　

俊�

委
　
　
員
　
桐
　

村
　
一
　

彦�

委
　
　
員
　
足
　

立
　
伸
　

一�

委
　
　
員
　
田
　

渕
　
裕
　

二�

委
　
　
員
　
塩
　

見
　

卯
太
郎�

������

▽
説
明
を
聞
く
に
あ
た
り
、
委

員
か
ら
質
問
項
目
の
提
出
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
３９
項
目
（
重
複

を
含
め
て
）
出
て
来
ま
し
た
。

現
状
と
課
題
の
資
料
を
い
た
だ

き
、
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
主

な
も
の
を
あ
げ
ま
す
。�

▽
猟
友
会
員
１
９
０
名
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
個
体
の

埋
設
処
理
で
な
く
、
焼
却
施
設

が
出
来
れ
ば
、
６１
％
が
利
用
す

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。�

▽
駆
除
隊
は
第
２
と
４
の
日
曜

日
に
、
１
１
２
自
治
会
へ
、
の

べ
５３
班
、
３
９
６
人
が
出
動
し
、

シ
カ
８２
頭
、
イ
ノ
シ
シ
は
０
頭

で
あ
っ
た
。
今
年
は
イ
ノ
シ
シ

が
低
地
に
い
な
い
と
言
わ
れ
た
。�

����

▽
午
後
１
時
３０
分
か
ら
福
知
山

城
の
天
守
閣
に
あ
る
会
議
室
で
、

事
業
の
現
状
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
担
当
者
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。�

　
現
在
、
４８
事
業
を
内
閣
府
へ

提
出
し
て
お
り
、
来
年
度
に
は

中
間
報
告
を
作
成
し
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
報

告
で
し
た
。�

������������

▽
「
ゆ
ら
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
入

場
者
数
は
、
開
園
時
よ
り
は
減
っ

た
が
平
均
し
て
８
０
０
０
人
弱

で
推
移
し
て
い
る
。
駐
車
場
の

車
の
ナ
ン
バ
ー
か
ら
、
来
店
者

は
府
外
７０
％
、
府
内
が
３０
％
で

あ
る
、
と
の
報
告
で
し
た
。�

▽
治
水
記
念
館
で
は
、
建
物
の

構
造
が
浸
水
時
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、

柳
菱
ク
ラ
ブ
の
方
に
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
水

害
と
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。�

������������
▽
広
小
路
商
店
街
で
は
、
テ
ナ

ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
に
よ
り
、

す
で
に
店
舗
の
外
装
を
新
し
く

さ
れ
た
と
こ
ろ
や
、
喫
茶
店
な

ど
を
開
業
さ
れ
る
た
め
に
、
改

修
工
事
の
現
場
を
見
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
は
広
小
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
部
会
に
よ
り
道
路
の
形
状

も
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
ま

し
た
。�

▽
旧
福
知
山
消
防
署
跡
地
を
視

察
後
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
ま
で
歩

き
、
観
光
案
内
所
に
立
ち
寄
っ

た
後
、
駅
か
ら
ま
ち
な
か
循
環

路
線
バ
ス
に
乗
り
、
ル
ー
ト
沿

線
を
見
学
し
な
が
ら
市
役
所
へ

帰
っ
て
来
ま
し
た
。�

���《
委
員
会
の
構
成
》�

�

委
員
長
　
高
　

宮
　
辰
　

郎�

副
委
員
長
　
稲
　

垣
　
司
　

郎�

委
　
　
員
　
森
　

下
　
賢
　

司�

委
　
　
員
　
�
　

橋
　
正
　

樹�

委
　
　
員
　
中
　

島
　
英
　

俊�

委
　
　
員
　
芦
　

田
　
眞
　

弘�
�《

行
政
視
察
報
告
》�

�����

▽
豊
岡
市
立
小
野
地
区
防
災
拠

点
交
流
施
設
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。�

　
豊
岡
市
で
は
、
公
共
建
築
物

で
木
造
化
と
内
装
な
ど
の
木
質

化
を
図
り
、
市
民
が
木
に
触
れ

親
し
み
、
木
の
持
つ
優
れ
た
特

性
を
知
り
、
木
材
利
用
の
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
組

織
内
に
も
、
各
部
署
に
方
針
が

行
き
わ
た
り
、
事
業
原
課
と
建

築
住
宅
課
が
調
整
を
行
い
建
築

設
計
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
促

進
に
当
た
っ
て
は
、
兵
庫
県
産

木
材
、
但
馬
産
木
材
、
地
元
産

木
材
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る

方
策
と
し
て
、
建
設
工
事
と
木

材
調
達
の
分
離
発
注
制
度
を
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
の
研
修
会
場
も
平
成

２３
年
に
地
元
産
木
材
調
達
の
材

工
分
離
発
注
で
施
工
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
発
注
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
興
味
深
く
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
地
元
産
木
材
に
限
っ
て
調
達

す
る
こ
と
は
、
調
達
シ
ス
テ
ム

の
確
立
や
良
好
な
建
築
材
の
入

手
な
ど
、
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
地

元
産
材
を
特
別
に
扱
う
業
者
の

育
成
や
、
地
元
産
木
材
利
用
の

市
民
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
不
可
欠
と
な

る
と
の
こ
と
で
す
。�

　
今
回
の
研
修
は
、
本
市
全
体

の
木
材
利
用
の
促
進
や
、
公
共

建
築
物
の
よ
り
一
層
の
地
元
木

材
利
用
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。�

������������

����

▽
問
屋
町
に
竣
工
し
た
新
福
知

山
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
全

議
員
で
視
察
し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
完
成
で
、
市
内
の
全
小
中
学

校
に
お
い
て
給
食
が
実
施
さ
れ

ま
す
。�

 

　
新
福
知
山
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
１
日
７
０
０
０
食

の
調
理
能
力
が
あ
り
、
防
菌
対

策
な
ど
の
安
全
管
理
も
充
実
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
安
心
し
て
学
校
給
食
が
楽
し

め
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。�

���
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城の会議室で説明を聞く�

治水記念館の前で外観の説明を聞く�

豊岡市小野地区防災拠点交流施設で研修�

新学校給食センターを視察�

経
済
委
員
会�

有
害
鳥
獣
対
策
の
現
状
と�

課
題（
焼
却
処
理
施
設
整�

備
の
検
討
）に
つ
い
て�

活
動
日
　
１
月
２３
日�

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に�

基
づ
く
事
業
の
現
地
視
察�

活
動
日
　
２
月
２０
日�

兵
庫
県
豊
岡
市
、公
共
建
築
物
等
に�

お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
に
つ
い
て�

活
動
日
　
２
月
１２
日�

新
福
知
山
市
学
校
給
食�

セ
ン
タ
ー
を
視
察�

活
動
日
　
２
月
２２
日�

文
教
建
設
委
員
会�

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告�

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告�

本
会
議
を
傍
聴�

　 

し
て
み
ま
せ
ん
か�

本
会
議
を
傍
聴�

　 

し
て
み
ま
せ
ん
か�



����《
委
員
会
の
構
成
》�

�

委
員
長
　
奥
　

藤
　
　
　
　

晃�

　
副
委
員
長
　
大
　

谷
　
洋
　

介�

　
委
　
　
員
　
高
　

宮
　
辰
　

郎�

　
委
　
　
員
　
桐
　

村
　
一
　

彦�

委
　
　
員
　
田
　

中
　
法
　

男�

委
　
　
員
　
稲
　

葉
　
民
　

俊�

委
　
　
員
　
�
　

橋
　
正
　

樹�

委
　
　
員
　
中
　

島
　
英
　

俊�

委
　
　
員
　
木
　

戸
　
正
　

��
�

　
平
成
２３
年
１１
月
２２
日
に
福
知

山
市
議
会
議
員
報
酬
等
検
討
委

員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」
と

い
う
。）
を
設
置
し
、
議
員
報
酬
、

政
務
調
査
費
、
議
員
定
数
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
２４
年
度
は
、
政
務
調

査
費
、
費
用
弁
償
、
議
員
報
酬

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
結
論

を
得
た
の
で
次
の
と
お
り
報
告

し
ま
す
。�

�

１
　
政
務
調
査
費
に
つ
い
て�

�

①
行
政
視
察
や
研
修
時
の
飲
食

代
は
自
己
負
担
と
す
る
。�

　
平
成
２４
年
度
交
付
分
の
政
務

調
査
費
か
ら
既
に
実
施
済
で
あ
っ

た
が
、
当
委
員
会
で
正
式
に
取

り
決
め
た
。
昼
食
、
夕
食
に
そ

れ
ぞ
れ
限
度
額
を
設
け
て
は
ど

う
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、

食
事
は
ど
こ
に
い
て
も
伴
う
も

の
で
公
費
を
使
う
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
飲
食
代
は

政
務
調
査
費
か
ら
支
出
せ
ず
に

議
員
個
人
の
自
己
負
担
と
す
る

こ
と
と
し
た
。�

②
行
政
視
察
や
研
修
時
の
マ
イ�

カ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
の
使
用
を�

認
め
る
。�

　
時
間
的
、
経
費
的
に
も
有
効

で
あ
れ
ば
マ
イ
カ
ー
や
レ
ン
タ

カ
ー
の
使
用
を
認
め
る
も
の
で
、

従
来
か
ら
認
め
て
き
て
、
実
施

し
て
い
る
会
派
も
あ
っ
た
が
、

全
会
派
に
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
統
一
認
識
と
し
て
再

確
認
し
た
。�

　
　
　
　�

２
　
費
用
弁
償
に
つ
い
て�

�

①
平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
、

路
程
に
応
じ
て
１
キ
ロ
に
つ
き

２５
円
の
み
支
給
す
る
。�

　
現
行
は
１
日
に
つ
き
１
５
０

０
円
プ
ラ
ス
、
路
程
に
応
じ
て

１
キ
ロ
に
つ
き
２５
円
支
給
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
京
都
府
内
各
市

議
会
の
状
況
も
踏
ま
え
て
１
５

０
０
円
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る

が
、
交
通
費
の
部
分
も
あ
り
２５

円
の
部
分
は
残
す
こ
と
と
し
た
。�

��

　�３
　
議
員
報
酬
に
つ
い
て�

�

①
平
成
２５
年
度
の
議
員
報
酬
に

つ
い
て
は
現
状
維
持
と
す
る
。�

　
市
の
人
口
を
基
準
と
し
て
報

酬
額
を
決
め
て
は
ど
う
か
と
い
っ

た
意
見
も
あ
っ
た
中
、
近
年
の

議
員
の
活
動
状
況
や
経
済
的
な

状
況
、
京
都
府
内
各
市
議
会
の

状
況
等
も
踏
ま
え
、
大
方
の
会

派
が
現
状
維
持
と
い
う
意
見
で

あ
っ
た
。�

�

　
当
委
員
会
は
、
原
則
公
開
の

も
と
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成

２４
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
議
会
だ
よ
り
」
や
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
委
員
会

設
置
の
趣
旨
も
踏
ま
え
市
民
の

意
見
も
聴
き
な
が
ら
市
民
に
対

し
て
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。�

　
な
お
、
議
員
報
酬
の
調
査
検

討
を
毎
年
行
う
ほ
か
、
政
務
調

査
費
（
平
成
２５
年
度
交
付
分
か

ら
、
政
務
活
動
費
に
改
称
）
の

交
付
額
や
議
員
定
数
等
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
総
合
的
に
調

査
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

�����

�《
委
員
会
の
構
成
》�

�

委
員
長
　
芦
　

田
　
眞
　

弘�

　
副
委
員
長
　
吉
　

見
　
茂
　

久�

　
委
　
　
員
　
高
　

宮
　
辰
　

郎�

　
委
　
　
員
　
森
　

下
　
賢
　

司�

委
　
　
員
　
稲
　

葉
　
民
　

俊�

委
　
　
員
　
�
　

橋
　
正
　

樹�

委
　
　
員
　
木
　

戸
　
正
　

��

委
　
　
員
　
大
　

槻
　

富
美
子�

�

　
平
成
２４
年
５
月
１
日
の
広
報

広
聴
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
以

下
、「
委
員
会
」
と
い
う
。）
を

は
じ
め
、
５
回
開
催
の
委
員
会

に
よ
り
広
報
広
聴
活
動
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
一
定
の
結
論

を
得
た
の
で
報
告
し
ま
す
。�

�

１
　
広
報
部
門
に
つ
い
て�

�

現
在
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
作

業
を
継
承
し
ま
す
。�

�

２
　
広
聴
部
門
に
つ
い
て�

�

�
傍
聴
席
入
口
に
市
民
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
箱
を
設
置
し
ま

す
。�

�
傍
聴
席
入
口
に
「
議
会
だ
よ

り
」
の
表
紙
写
真
募
集
要
項

用
紙
を
設
置
し
市
民
に
周
知
、

広
く
市
民
か
ら
の
写
真
募
集

を
求
め
ま
す
。�

�
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
の
一
部

に
ア
ン
ケ
ー
ト
部
分
（
返
信

用
封
筒
等
）
を
年
一
回
程
度

設
け
ま
す
。�
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議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会
の�

取
り
組
み
報
告
に
つ
い
て�

広
報
広
聴
に
関
す
る�

検
討
委
員
会
の
取
り
組
み�

報
告
に
つ
い
て�
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常
任
委
員
会
の
活
動
報
告�

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告�

６
月
５
日(

水)

　
招
集
予
定
　
本
会
議�

　
　
　
　
　
　
　（
提
案
理
由
説
明
）�

　
　
１３
日(

木)

　
本
会
議
（
質
疑
、一
般
質
問
）�

　
　
１４
日(

金)

　
本
会
議
（
一
般
質
問
）�

　
　
１７
日(

月)

　
本
会
議
（
一
般
質
問
）�

　
　
１８
日(

火)

　
常
任
委
員
会�

　
　
１９
日(

水)

　
常
任
委
員
会�

　
　
２５
日(

火)

　
本
会
議
（
採
決
）�

　
　
２６
日(

水)

　（
会
期
）�

�

※
こ
の
議
会
予
定
は
、
今
後
変
更
す
る
場
合
が�

　
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
全
議
員�

　
協
議
会
な
ど
の
会
議
が
随
時
開
催
さ
れ
ま
す
。�

�

本
会
議
を
傍
聴

本
会
議
を
傍
聴�

　 

し
て
み
ま
せ
ん
か

し
て
み
ま
せ
ん
か�

本
会
議
を
傍
聴

本
会
議
を
傍
聴�

　 

し
て
み
ま
せ
ん
か

し
て
み
ま
せ
ん
か�

本
会
議
を
傍
聴�

　 

し
て
み
ま
せ
ん
か�

　
本
会
議
の
傍
聴
は
、
市
役
所
本
庁�

舎
６
階
の
傍
聴
受
付
で
、
所
定
の
用�

紙
に
氏
名
を
記
入
し
、
傍
聴
規
則
を�

守
っ
て
、
傍
聴
席
（
定
員
60
人
）
に�

お
い
て
傍
聴
で
き
ま
す
。�

　
な
お
、
団
体
で
傍
聴
を
希
望
さ
れ�

る
場
合
は
、
事
前
に
市
議
会
事
務
局�

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、90
分�

を
超
え
る
と
無
料
駐
車
券
を
発
行
し�

ま
す
の
で
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
申�

し
出
て
く
だ
さ
い
。�

�

　
市
議
会
事
務
局�

　
　 

TEL 

０
７
７
３
ー
24
ー
７
０
３
１�

6
月
定
例
市
議
会
の
予
定�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
22
日
間
）�
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平成平成24年度政務調査費の各会派収支報告年度政務調査費の各会派収支報告�平成24年度政務調査費の各会派収支報告�
　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派（無会派を含む）に対し議員1人あたり年額１８万円を政務�
調査費として交付しています。なお、交付額から支出額を差し引いた残高は市に返還されます。�

※年度の途中に会派の解散、結成、又は所属人数に変更があった場合は、交付額は調整されています。（単位：円）�
会派名�
所属議員� 交付額� 支出額� 研究研修費� 調査旅費� 資料作成費�資料購入費� 広報費� 公聴費� 人件費�

日本共産党�
福知山市会�
議員団�
�
塩見卯太郎�
足立　　進�
吉見　純男�
中島　英俊�
大槻富美子�

（１）研究・研修の主な政策研究テーマ�
・自然エネルギーを基礎にした産業の構築と雇用促進　・議会広報　・東日本大震災の応急復旧復興対策�
・まちづくりの基礎を学ぶ　公共事業政策の基礎を学ぶ�
（２）政務調査事項�
　１０月３０日　東広島市　小水力発電について�
　１０月３１日　周南市　土地開発公社の解散について�
　１月１７日　霧島市　地域協議会の仕組みと補助金について�
　１月１８日　鹿屋市　「やねだん」（柳谷自治会）の地域再生活動の取り組み�
（３）政務調査の成果と課題�
・再生可能エネルギーで、小水力発電の先駆者の活動に学び、福知山地方での具体化を諮る�
・福知山市土地開発公社が解散したが、他の自治体の取り組み学び生かすために視察�
・地域が元気になってこそ福知山が元気になる。そのため地域協議会の取り組みを学んだ�
・１００戸（人口３１１人）の集落で元気に活動している先進地を学び、本市にも生かすため視察�

238,380 515,629

900,000 919,607

112,783 0 52,815 0 0 0 0

公明党福知�
山市会議員�
団�
�
大谷　洋介�
足立　伸一�
吉見　茂久�

（１）主な政策研究テーマ①議会基本条例②財政健全化③社会保障・社会福祉④防災⑤その他�
（２）政務調査事項�
①１０月２９日～３０日「議会改革を考える」国際文化アカデミー（滋賀・大津）        �
②７月２８日～２９日「自治体予算の原則」８月２日～３日「地方財政の課題と方向性」１月１７日～１８日「財政健全化」国際文駕�
　１０月１３日～１４日「よくわかる市町村財政講座」富士電機能力開発センター（東京・日野）        �
③８月６日～１０日「社会保障・社会福祉（基礎）」１１月１２日～１６日「（応用）」国際文化アカデミー        �
④９月２７日～２８日「防災と議員の役割」国際文化アカデミー        �
⑤１１月８日～９日「政治の行方」市町村アカデミー（千葉・浦安）２１日～２２日「地域の再生と活性化」国際文化アカデミー�
（３）政務調査の成果と課題        �
①議会報告会を開催し、情報公開・住民参加を謳う議会基本条例が制定できた②決算カードの熟読をはかり、財政白書の�
　作成に繋げたい③社会保障と税の一体改革の確実な履行が必要である④防災計画の見直しが必要である�

351,000 0

540,000 539,499

136,584 51,915 0 0 0 0 0

福知山未来�
の会�
�
田中　法男�
谷垣　和夫�
（H25.2.8脱会）�
田渕　裕二�
（H25.2.8脱会）�
森下　賢司�
奥藤　　晃�

（１）主な政策研究テーマ        �
・スポーツ合宿誘致促進・中心市街地活性化・災害時の議員の役割・総合窓口化事業        �
（２）政務調査事項�
・５月９日～１０日「地方選挙と日本政治の行方」「災害対応力の強化」「これからの政治の行方」「日本経済・地域経済」�
　「地方議会の役割と改革の行方」「地方議員の役割と改革の行方｣   �
・１１月８日～９日「これからの政治の行方｣「最近分権論議に危惧すること」「道州制をめぐる諸問題」        �
・１月１５日～１６日「どうなる日本経済・地域経済」「これからの政治の行方」「どこまですすんだ！議会改革」        �
・５月８日　静岡県島田市｢スポーツ合宿誘致促進事業」について・藤枝市「中心市街地活性化事業」について        �
・１１月７日　福島県南相馬市「市議会災害対策会議」「災害時の議員の役割」について        �
・１月１５日　千葉県我孫子市「提案型公共サービス民営化事業」について        �
・１月１６日　埼玉県朝霞市「総合窓口化事業」について        �
（３）政務調査の成果と課題等        �
・市町村アカデミーでは今後の議員のあり方、災害時の議員の役割などについて学習し、視察。島田市のスポーツ合宿誘�
　致、藤枝市の中心市街地活性化、我孫子市の提案型公共サービス、朝霞市の総合窓口化などの諸事業の取組について政�
　策提言をおこなう。�

0 826,749

870,000 869,702

27,183 5,250 9,440 0 0 1,080 0

平成会�
�
谷口　　守�
（H25.2.14脱会）�
高宮　辰郎�
（H25.2.14脱会）�
藤田　　守�
桐村　一彦�
（H25.2.8脱会）�

（１）主な政策研究テーマ        �
・①防災避難の教訓、②原発震災の対応、③小中一貫校について        �
・①地域経済活性化事業、②新規就農者等支援事業、③食と農からのまちづくり事業        �
・若狭地域の原子力発電所施設視察        �
（２）政務調査事項        �
・５月９日～１１日　①宮城県大崎市→防災、②福島県二本松市→原発、③東京都武蔵村山市→小中校        �
・１１月７日～９日　①青森県平川市→補助整備、②岩手県八幡平市→事業、③秋田県横手市→食と農        �
・１月１７日～１８日　①関西電力　大飯・高浜・美浜各発電所、②日本源電　敦賀発電所        �
（３）政務調査の成果と課題等        �
・東日本大震災における危機管理、原発対応、また、小中一貫の意識改革が図られた。       �
・少子高齢化の課題、農業生産額の増大、地産地消等道筋のある展開が必要である。       �
・発電施設・安全の取り組みが理解できた。使用済み燃料の処理が課題である。�

0 661,651

660,000 687,607

23,976 1,980 0 0 0 0 0

福政会�
�
稲葉　民俊�
野田　勝康�
和田　　久�
芦田　眞弘�
（H25.2.8脱会）�
谷口　　守�
（H25.2.14入会）�

（１）主な政策研究テーマ        �
・ガス民営化について　・図書館運営について　・景観条例について　・図書館「指定管理制度」について�
（２）政務調査事項�
・７月３０日～３１日　新潟県長岡市（ガス民営化）�
・１０月２４日～２６日　愛知県稲沢市（図書館運営）、愛知県一宮市（中央図書館整備事業）�
　　　　　　　　　滋賀県栗東市（景観条例）�
・１月２８日～２９日　神奈川県綾瀬市（図書館指定管理制度）、愛知県一宮市（業務委託事業）�
（３）政務調査の成果と課題�
・本市のガス民営化の取り組みや、景観条例の制定に対する政策提言を行う。�
・稲沢市・一宮市・綾瀬市における図書館運営について政策提言を行う。�

0 494,381

705,000 703,948

132,920 33,370 0 0 0 43,277 0

新政会�
（H24.6.18結成）�
�
稲垣司郎�
木戸正隆�

（１）主な政策研究テーマ        �
   自治体が抱える人事上の課題　自治体予算を考える。�
（２）政務調査事項        �
・１１月２０日～２１日　給料表と人事評価制度・昇格、降格と問題職員の分限処分他        �
・１月２６日～２７日　財政の機能・自治体予算の役割・予算のルール他        �
（３）政務調査の成果と課題        �
・人事は、しっかりした基準をもって行うことと、極力定期的な異動を繰り返さないことが肝要。        �
   この研修は、執行機関に受講されることを勧める。        �
・国と地方の役割分担や自治体の予算の役割など、地方議員として良い研修だった。�

69,255 0

270,000 80,812

217 11,340 0 0 0 0 0

市民と改革�
の会�
（H24.6.3解散）�

�
0 0

90,000 1,457
1,457 0 0 0 0 0 0

刷新の会�
（H24.6.18解散）� �

0 090,000 17,199 17,199 0 0 0 0 0 0

希望の会�
（H25.2.8結成）� �

0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

無会派�
（H24.6.18届出）� �

0 045,000 0 0 0 0 0 0 0 0

無会派�
（H25.2.8届出）�

0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

（１）主な政策研究テーマ        �
   ・地域主権　・環境施策　・地方経営　・財政健全化　・まちづくり�
（２）政務調査事項�
・１１月８日～９日　第５３回地方自治経営学会「明日の日本と地域経営の戦略を展望する」�
・１１月１４日～１６日　第１７回清渓セミナー「陸前高田の再生、地域を錦に飾る政治活動 の実践、自治体首長のリーダーシッ�
　プとは等」�
・１月１７日～１８日　平成２４年度第５回市町村議会議員短期研修「自治体財政の見方」�
（３）政務調査の成果と課題�
・豊かな自然を活かし、観光、企業戦略、地域経済、雇用を議会としてどのようにとらえ推進、後方支援していくのか、�
　北近畿への大きな啓示と今後への重要な提言であった。        �
・財政指標の見方と分析手法は、益々重要となる課題であり、今後共、継続的な研究課題と位置づけたい。�

10,240 211,980

270,000 261,284

9,279 29,785 0 0 0 0 0

事務所費� その他の経費�
支出科目内訳�

維新�
福知山�
（H24.6.18結成）�
�
�橋　正樹�
塩見日出勝�
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　�　
今
回
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ

た
甲
冑
に
身
を
包
ん
で
楽
し
く

ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
「
丹
波
福
知
山
手
づ
く
り

甲
冑
隊
」
の
皆
さ
ん
を
お
訪
ね

し
ま
し
た
。�

������������

　「
丹
波
福
知
山
手
づ
く
り
甲
冑

隊
」
は
、
福
知
山
市
が
開
催
し

た
「
手
づ
く
り
甲
冑
教
室
」
を

受
講
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の

甲
冑
を
作
成
し
た
皆
さ
ん
を
会

員
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
一
昨
年
受
講
の
１５
名
で
発
足
し
、

昨
年
の
第
２
期
生
は
８
名
、
総

勢
２３
名
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　「
や
っ
て
い
る
本
人
が
楽
し

く
面
白
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
甲

冑
を
身
に
纏
っ
て
城
下
町
福
知

山
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
ち
に
賑
わ
い

と
活
性
化
を
も
た
ら
し
た
い
。

観
光
客
を
増
し
て
経
済
効
果
と

潤
い
が
期
待
で
き
れ
ば
。」
と
、

�
隊
長
�
の
寺
本
吉
勝
さ
ん
。�

　
寺
本
さ
ん
は
、
鎧
や
甲
冑
を

取
り
上
げ
た
テ
レ
ビ
番
組
に
触

発
さ
れ
、
３
年
前
に
半
年
間
京

都
市
内
に
通
っ
て
甲
冑
作
成
を

学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
甲

冑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
が
か
か

り
、
お
一
人
で
福
知
山
城
な
ど

で
甲
冑
を
纏
っ
て
観
光
ガ
イ
ド

を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
今

で
は
、
多
く
の
仲
間
と
夢
を
共

有
し
て
楽
し
く
活
動
で
き
る
こ

と
に
と
て
も
嬉
し
そ
う
。�

������������

　
こ
の
た
び
、
福
知
山
出
身
の

若
者
グ
ル
ー
プ
が
、
福
知
山
の

自
然
や
歴
史
を
題
材
に
し
た
映

画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

数
名
の
会
員
が
出
演
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
取

材
当
日
は
、
撮
影
に
向
け
て
の

練
習
日
で
し
た
。
刀
を
手
に
戦

の
シ
ー
ン
を
入
念
に
練
習
さ
れ
、

斬
っ
た
り
倒
れ
た
り
、
戦
国
映

画
さ
な
が
ら
の
迫
力
あ
る
場
面

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。�

������������

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
は
、

福
知
山
お
城
ま
つ
り
、
大
江
山

酒
呑
童
子
ま
つ
り
、
福
知
山
マ

ラ
ソ
ン
の
応
援
な
ど
に
出
演
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
方
で
は
、

亀
岡
や
大
阪
で
の
ま
つ
り
や
イ

ベ
ン
ト
で
の
出
演
も
あ
り
ま
す
。

ま
ち
を
賑
や
か
に
、
お
も
し
ろ

く
す
る
た
め
に
、
観
光
ガ
イ
ド

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
そ

う
で
す
。�

　
活
動
し
て
い
て
困
る
こ
と
が

一
つ
。
一
度
甲
冑
を
身
に
纏
う

と
座
る
こ
と
が
で
き
ず
、
何
時

間
で
も
立
ち
っ
ぱ
な
し
だ
と
か
。

ま
た
、
ト
イ
レ
に
も
行
け
ず
、

食
事
も
困
難
、
と
い
っ
た
苦
労

が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

活
動
で
き
る
の
は
や
は
り
「
楽

し
い
し
、
大
好
き
だ
か
ら
」
だ

と
か
。�

　
将
来
は
会
員
数
を
１
０
０
人

に
増
や
し
て
、
ま
ち
を
甲
冑
武

将
で
あ
ふ
れ
さ
せ
た
い
。
ま
た
、

女
性
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て

華
や
か
さ
を
添
え
て
欲
し
い
、

と
夢
は
大
き
い
。�

　
福
知
山
を
賑
や
か
に
す
る
た

め
に
、
ま
ず
は
自
分
が
好
き
な

こ
と
を
思
い
っ
き
り
楽
し
く
行

動
を
、
と
活
動
す
る
姿
に
感
銘

を
受
け
た
取
材
で
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。�

�

　「
元
気
や
で
福
知
山
！
」�

の
第
７
回
を
掲
載
し
ま
す
。�

　
福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る

人
を
取
材
先
と
し
て
募
集
し
、

議
員
が
訪
問
し
ま
す
。�
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議員訪問インタビュー� No.７�

■今回の訪問議員：谷口　守　議員・森下　賢司　議員　（３月３日 庵我児童館にて）�

～楽しく、おもしろく、まちの賑わいづくりを～�
「丹波福知山手づくり甲冑隊」の皆さん�

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
が
経
過
、改
め
て
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

　
３
月
24
日
に
夜
久
野
地

域
の
精
華
・
育
英
・
明
正
３

小
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ

れ
、式
典
に
は
、地
域
住
民

の
方
々
や
、卒
業
生
Ｏ
Ｂ
そ

し
て
在
校
生
が
出
席
し
、

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び

舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

桜
が
満
開
と
な
っ
た
４
月

か
ら
、新
た
に
小
中
一
貫
校

と
し
て
夜
久
野
学
園
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。未
来

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
地
域
ぐ
る
み
で
大
切
に

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、市
民
の

皆
様
に
議
会
だ
よ
り
を
通

し
て
、議
会
活
動
を
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た

め
、親
し
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。�

　
今
後
と
も
、議
会
だ
よ

り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�

ま
と�

よ
ろ
い�

かっちゅうたい�

昨年の福知山お城まつりで初登場�

楽しく、おもしろく、出演していきたい�

映画出演に向けて練習の一コマ�

左から谷口守議員、隊長の寺本吉勝さん、�
森下賢司議員�

�


